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【今月の主な記事】
◉市職員の給与と定員状況
◉山之口スマートICが開通！  ほか



　

い
つ
起
こ
る
か
分
か
ら
な
い
災
害
。

　

日
頃
か
ら
一
人
一
人
が
、
家
や
学
校
、
勤
務
先
に
い
る
と
き
な
ど
、
さ
ま
ざ
ま
な

場
面
を
想
定
し
、
そ
の
対
応
方
法
を
考
え
、
い
ざ
と
い
う
時
に
落
ち
着
い
て
行
動
で

き
る
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。

◎
問
い
合
わ
せ　

危
機
管
理
課　

☎
23

－

２
１
２
９

備
え
あ
れ
ば
、「
減
災
」

　

平
成
24
年
８
月
、
内
閣
府
か
ら
「
南

海
ト
ラ
フ
巨
大
地
震
が
発
生
し
た
場
合

の
被
害
想
定
は
、最
大
で
死
者
32
万
人
」

と
い
う
驚
く
べ
き
数
字
が
発
表
さ
れ
ま

し
た
。
し
か
し
、
事
前
の
防
災
対
策
に

よ
り
、
被
害
を
軽
減
で
き
る
こ
と
（
＝

減
災
）
も
示
さ
れ
ま
し
た
。

　

こ
の
こ
と
を
受
け
、
市
で
は
今
年
６

月
、
地
域
防
災
計
画
の
大
幅
な
見
直
し

を
実
施
。
災
害
な
ど
へ
の
対
策
と
併
せ

て
、
市
民
一
人
一
人
の
災
害
時
の
被
害

を
最
小
化
す
る
身
近
な
「
減
災
」
を
強

化
し
ま
す
。

自
分
を
守
る
の
は
自
分
！

　

家
や
職
場
、
学
校
、
児
童
ク
ラ
ブ
な

ど
日
中
、
家
族
が
離
れ
離
れ
で
生
活
し

て
い
る
と
き
に
も
、
災
害
は
起
こ
り
ま

す
。
そ
の
よ
う
な
と
き
に
備
え
て
、
避

難
場
所
や
避
難
ル
ー
ト
、
連
絡
方
法
な

ど
を
家
族
や
友
人
と
話
し
合
い
、
確
認

し
て
お
く
こ
と
が
大
切
で
す
。

　

そ
の
こ
と
が
、
家
族
や
友
人
、
周
囲

の
人
た
ち
と
力
を
合
わ
せ
た
避
難
や
救

出
、
救
護
に
も
つ
な
が
り
ま
す
。
日
頃

で
き
る
少
し
の
備
え
が
、自
分
を
守
り
、

周
囲
の
人
も
守
り
ま
す
。

減災の心得とチェック項目

わ
た
し
と
家
族
の

減
災 

会
議

普段からやっておくこと
□ 自分（家族）がどこに避難するか決めておく
□ 緊急時の連絡手段の確認
□ 非常用品の準備と保管場所の確認
　 ※最低３日間、可能な限り１週間分
□ 防災マップ、避難経路、避難所の確認
□  災害用伝言ダイヤルや災害用伝言板の利用方法の確認
□ 宮崎県防災・防犯情報メールサービスへの登録
【屋内で簡単にできる対策】
□ 家具の
　 転倒防止

□  扉の飛び
出し防止

□ 電灯の
　 落下防止

□ 窓ガラスの
　 飛散防止

□  テーブル
の補強

□ 避難する
　 通路の
　 確保

□  非常持出
袋の準備

□  スリッパ
靴 ベッドのそばに！

□ トイレ用
　 に風呂の
　 水は抜か
　 ない

発災時の注意点 
□ 常に最新の防災・気象情報を入手する
□ 火気、ガスの始末を確認する
□ 電気ブレーカーを確認する
□ 自分や家族、周りの人の安否を確認する
□ 家や道路などの被災の状況を確認する
□  市ホームページやテレビ、ラジオなどで、
開設避難所を確認する

□ 危険を感じたらすぐ避難
□  崖や河川、用水路など危険な場所に近
づかない

□ くぼ地や段差に注意
□ 避難するときはエレベータを使わない
□  人が多く集まる場所では係員の指示に従う

・乳児用オムツ（特に小さいサイズ）
・授乳用ミルクセット　・アレルギー対応食品
・生理用品　・病院からの処方薬

　今年４月に発生した熊本地震では、次の物資が当初不足
しました。

熊本地震の教訓 ～避難所で不足した物資～

広報 都城 平成28年９月号　2



わたしと家族の減災会議

〈
切
り
取
り
線
〉

今
だ
か
ら
こ
そ
家
族
で「
減
災
会
議
」 

　

災
害
が
起
き
た
と
き
を
想
定
し
て
、

次
の
こ
と
を
確
認
し
な
が
ら
話
し
合
い

ま
し
ょ
う
。

日
頃
の
行
動
範
囲

　

防
災
マ
ッ
プ
で
、
自
宅
や
自
宅
以
外

で
災
害
が
起
き
た
場
合
の
避
難
場
所
や

避
難
ル
ー
ト
、
危
険
箇
所
を
確
認
し
て

お
き
ま
し
ょ
う
。
帰
宅
で
き
な
い
状
況

に
備
え
、
ラ
ジ
オ
、
携
帯
電
話
の
充
電

器
な
ど
、
防
災
グ
ッ
ズ
を
携
帯
し
て
い

る
と
安
心
で
す
。

●
子
ど
も
が
い
る
場
合 

・ 

保
育
園
や
幼
稚
園
、
学
校
、
児
童
ク

ラ
ブ
、
塾
な
ど
の
担
当
者
と
、
子
ど

も
の
避
難
場
所
と
引
き
取
り
を
確
認 

・ 

避
難
や
迎
え
が
で
き
る
人
の
確
認 

●
介
助
が
必
要
な
人
が
い
る
場
合

・ 

自
宅
に
い
る
場
合
は
、
避
難
時
の
支

援
者
を
確
認 

・ 

施
設
に
い
る
場
合
は
、
避
難
場
所
と

引
き
取
り
方
法
を
確
認 

安
否
を
伝
え
、
安
否
を
知
る

　

家
族
や
友
人
な
ど
、
安
否
を
伝
え
た

い
人
や
、
知
り
た
い
人
と
の
連
絡
手
段

を
確
認
し
て
お
き
ま
し
ょ
う
。

・
通
信
手
段
の
確
認 

・ 

連
絡
カ
ー
ド
（
ペ
ー
ジ
下
段
に
掲
載
）

の
作
成

※ 

防
災
マ
ッ
プ
、
連
絡

カ
ー
ド
な
ど
市
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
で
確
認
く

だ
さ
い 

日頃から、携帯電話などを持っていない子どもや高齢者など、一人一
人が携帯しておくと、災害が起きた際、落ち着いて行動できます。
カードサイズになっていますので、切り取って利用ください。市ホー
ムページからは、複数人数用の様式がダウンロードできます。

わ た し の 避 難 場 所 一 覧
名前（　　　　　　　　　　　　　）
自宅近く

学校近く

職場近く

その他（塾など）

発 災 時 連 絡 カ ー ド
（フリガナ）
氏
名

そ
の
他
の

連
絡
手
段☎

続 柄（　　　　　　）

（フリガナ）
氏
名

そ
の
他
の

連
絡
手
段☎

続 柄（　　　　　　）

（フリガナ）
氏
名

そ
の
他
の

連
絡
手
段☎

続 柄（　　　　　　）

（フリガナ）
氏
名

そ
の
他
の

連
絡
手
段☎

続 柄（　　　　　　）

発災時連絡カード 

発災時の家族や友人との連絡方法

公衆電話は「災害時優先電話」に指定されていて、災害のとき一般回線よりつながりやすくなっています。また、携帯電話や
パソコンのメール、Twitter（ツイッター）、LINE（ライン）、Facebook（フェイスブック）なども安否確認に役立ちます。

公衆電話やインターネットを使った連絡方法

震度６弱以上の地震など、大きな災害が発生した地域への
電話がつながりにくくなったときに利用できる、声の伝言
板です。※音声案内に従って録音・再生ください

伝言の録音
（プッシュ式電話）

❶ 「171」にダイヤルする
❷ 「１」を押す
❸ 自宅の電話番号を、市外
　 局番からダイヤルする
　 XXXX-XX-XXXX
❹ 「１」 「＃」を押す
❺ 録音する（30秒以内）
❻ 「９」 「＃」を押す

伝言再生
（プッシュ式電話）

❶ 「171」にダイヤルする
❷ 「２」を押す
❸ 伝言を聞きたい相手の
　 電話番号を市外局番から
　 ダイヤルする
　 XXXX-XX-XXXX
❹ 「１」 「＃」を押す
❺ 再生が始まる

災害用伝言ダイヤル「171」
震度６弱以上の地震など、大きな災害が発生したとき、携
帯電話事業者がインターネット上に「災害用伝言板」を設
けます。

❶ 公式サイトトップ画面
の「災害用伝言板」を選ぶ

❷ 「災害用伝言板」の画面に
　 なったら「登録」を選ぶ
❸ 伝えたい項目を選ぶ
　 （書き込みも可）
❹ その画面で「登録」を選ぶ
❺ 伝言の登録が完了

伝言の録音

❶ 公式サイトトップ画面
　 の「災害用伝言板」を選ぶ
❷ 「災害用伝言板」の画面に
　 なったら「確認」を選ぶ
❸ 相手の携帯電話番号を
　 入れる
❹ その画面で「検索」を選ぶ
❺ 伝言の検索結果が表示
　 される

伝言の確認

携帯電話の災害用伝言板「Web171」

毎月１日と15日に災害用伝言ダイヤル「171」と災害用伝言板「Web171」の体験利用ができます。
ぜひ、家族で体験してみましょうトピック



市
職
員
の

給
与
と
定
員
状
況

　

市
職
員
の
給
与
や
定
数
は
、
民
間
給
与
実
態
調
査
に
基
づ
い
た
人
事
院
勧
告

を
受
け
決
め
ら
れ
る
国
家
公
務
員
な
ど
の
給
与
に
準
じ
て
、
条
例
や
規
則
で
定

め
て
い
ま
す
。

◎
問
い
合
わ
せ　

給
与
に
つ
い
て　

職
員
課　
　
　

☎
23

－
２
１
１
９

　
　
　
　
　
　
　

定
数
に
つ
い
て　

総
合
政
策
課　

☎
23

－
２
１
１
５

人件費の状況（平成26年度普通会計決算)

※ 人件費には、職員給与のほか、特別職や各種委員会
委員の報酬なども含んでいます

区　分 平均給料月額 平均年齢

一般行政職 331,648円 43.4歳

職員の平均給料月額および平均年齢の状況３

職員の初任給の状況

区　分
都城市

国
初任給 採用２年

経過日

大学卒 176,700円 188,600円
本市と同じ

高校卒 144,600円 153,000円

4

職員の経験年数別・学歴別平均給料月額の状況

区　分
経験年数

10年 20年 25年 30年

大学卒 251,880円 352,104円 373,694円 394,670円

高校卒 206,225円 314,850円 352,080円 378,700円

5

区　分 都城市 国

期末・
勤勉手当

期末手当 勤勉手当

全
て
本
市
と
同
じ

   6月期 1.225月 0.800月

12月期 1.375月 0.800月

計 2.600月 1.600月

職制上の段階などによる加算措置あり

退職手当

自己都合 定年

勤続20年 20.445月分 25.55625月分

勤続25年  29.145月分 34.5825 月分

勤続35年 41.325月分 49.59     月分

最高限度 49.59   月分 49.59     月分

その他の加算措置
定年前早期退職特例措置2～45％加算

扶養手当
配偶者 月額 13,000円

配偶者以外 1人につき月額 6,500円

住居手当 借家 最高月額 27,000円

通勤手当
交通機関利用者 最高月額 55,000円 

交通用具利用者（片道2km以上）
月額 2,000円～ 31,600円

職員手当の状況6

1

※給与費とは、一般職と特別職の給与の合計です
給与費の状況（平成28年度普通会計予算）2

期末・勤勉手当
18億8,079万9千円
21.3%

給料
50億4,984万6千円
57.2%

職員手当
18億9,627万6千円
21.5%

人件費
111億2,850万円
14.1％

※平成25年度は14.5%

その他
679億6,823万4千円

85.9%

広報 都城 平成28年９月号　4



特別職の給料・報酬の状況 一般行政職の級別職員数の状況
区　分 給料・報酬 期末手当

市　長 940,000円

支給割合
 ６月期　1.500月分

12月期　1.650月分

　計　　 3.150月分

副市長（総括担当） 755,000円

副市長（事業担当） 675,000円

議　長 500,000円

副議長 420,000円

議　員 400,000円

区分 標準的な職位内容 職員数 構成比
１級

主事・技師
67 人 7.0%

２級 62 人 6.5%
３級 主査 115 人 12.1%
４級 副主幹・主査 413 人 43.4%
５級 副課長・主幹 206 人 21.7%
６級 課長 71 人 7.5%
７級 部長 17 人 1.8%

合　計 951 人 100.0%

8 7

平成27年度に休職処分を受けた職員は14人で、処分理由は、病気休職でした。また、懲戒処分を受けた職員は5人でした。
職員の処分の状況10

※表 ３～ 8 は、平成28年4月1日現在のものです。また、表 ３～ 5 は、一般行政職の状況です

区　分

部　門
職　　員　　数 対前年

増減数 主な増減理由
平成27年 平成28年

普
通
会
計
部
門

一
般
行
政
部
門

議　　会 10 10 0

  総　　務・
企　　画 294 292 ▲ 2

（増） 地方創生・ふるさと納税関係事務、後方支援拠点計画・地域防災計画
修正策定事務の増、防災対策監の外部登用

（減）国勢調査事務の終了、用度担当事務の見直し
税　　務 79 79 0

民　　生 172 171 ▲ 1 （増） 保育認定事務、生活保護事務、子ども・子育て支援関係事務の増（減）保育所事務吏員配置見直し

衛　　生 105 105 0
（増）清掃職員の欠員補充
（減） プラットフォーム職員配置見直し、公共枡敷設・排水施設検査員配

置見直し

農林水産 121 120 ▲ 1
（増）共進会対策事務、農業振興地域整備計画見直し事務の増
（減） 農地防災担当事務、畑かん水利用推進体制の見直し、タブレット導

入に伴う農産担当事務効率化
商　　工 31 32 1 （増）工業団地整備計画策定事務の増

土　　木 130 129 ▲ 1 （増）技術検査体制、街路公園担当事務の増（減） 公園維持管理担当事務の見直し、区画整理事業の換地処分の終了
計 942 938 ▲ 4

教育部門 120 120 0 （増） 学力向上推進事務、都城島津邸の公開承認施設認可に係る事務の増（減） 営繕担当職員、学校給食調理員、小学校技術員の配置見直し

消防部門 182 183 1 （増）消防体制強化による増

小　　計 1,244 1,241 ▲ 3

公
営
企
業
等

会
計
部
門

水　　道 62 62 0
下　水　道 32 32 0

そ　の　他 85 83 ▲ 2 （増）介護保険事務の増（減） 後期高齢者医療広域連合への派遣終了、年金担当事務の見直し
小　　計 179 177 ▲ 2

合　　　計 1,423 1,418 ▲ 5

部門別職員数の状況 （各年４月１日現在　▲は減員）9

注１： 職員数は、休職者や派遣職員などを含む部門別の一般職に属する職員の計であり、臨時および非常勤職員を含みません
　２： 各部門は、国の調査（地方公共団体定員管理調査）に基づく分類であり、本市行政組織上の各部局と一致するものではありません

5　Miyakonojo City Public Relatio㎱   2016.9



市道 丸岡440号線
市道 丸岡440号線

山之口サービスエリア
入口入口

入口入口
出口出口

出口出口

宮崎方面

熊本・鹿児島方面

国道 269号線

国道 269号線

　

整
備
が
進
め
ら
れ
て
い
た
山
之
口
ス
マ
ー
ト
Ｉ
Ｃ（
＝
イ
ン
タ
ー
チ
ェ
ン
ジ
）

の
工
事
が
完
了
し
、
９
月
24
日
㈯
か
ら
通
行
で
き
ま
す
。
今
回
は
、
同
Ｉ
Ｃ
の

役
割
や
効
果
、
開
通
に
併
せ
た
利
活
用
促
進
事
業
な
ど
を
紹
介
し
ま
す
。

◎
問
い
合
わ
せ　

総
合
政
策
課　

☎
23

－

２
１
１
５

山
之
口
ス
マ
ー
ト
Ｉ
Ｃ
が
開
通
！

９
月
24
日
㈯
、
市
民
待
望
の

山
之
口
ス
マ
ー
ト
Ｉ
Ｃ
の
利
便
性

　

山
之
口
ス
マ
ー
ト
Ｉ
Ｃ
は
、
サ
ー
ビ

ス
エ
リ
ア
を
利
用
し
て
高
速
道
路
へ
の

乗
り
入
れ
が
で
き
る
、
Ｅ
Ｔ
Ｃ
（
電
子

料
金
収
受
シ
ス
テ
ム
）
搭
載
車
専
用
の

Ｉ
Ｃ
で
す
。
同
Ｉ
Ｃ
は
、
車
種
の
制
限

が
な
く
、
宮
崎
、
熊
本
・
鹿
児
島
方
面

と
も
に
24
時
間
通
行
で
き
ま
す
。

　

平
成
25
年
か
ら
西
日
本
高
速
道
路
株

式
会
社
や
県
、
市
が
整
備
を
開
始
。
９

月
24
日
㈯
15
時
か
ら
利
用
で
き
ま
す
。

同
Ｉ
Ｃ
の
開
通
に
よ
り
、
宮
崎
Ｉ
Ｃ
ま

で
30
分
で
行
け
る
エ
リ
ア
が
、
山
之
口

全
域
と
高
城
東
部
地
域
ま
で
拡
大
し
、

利
便
性
が
向
上
し
ま
す
。

山
之
口
ス
マ
ー
ト
Ｉ
Ｃ
の
整
備
効
果

効
果
１
「
防
災
の
道｣

　

南
海
ト
ラ
フ
巨
大
地
震
が
発
生
し
た

際
に
、
被
災
し
た
沿
岸
地
域
の
バ
ッ
ク

ア
ッ
プ
シ
テ
ィ
と
し
て
、
本
市
が
、
人

的
・
物
的
な
後
方
支
援
を
行
う
た
め
の

重
要
な
役
割
を
果
た
し
ま
す
。

効
果
２
「
経
済
の
道｣

　

物
流
の
効
率
化
・
高
速
化
に
よ
り
、

輸
送
コ
ス
ト
の
圧
縮
、
企
業
誘
致
の
増

加
、雇
用
創
出
な
ど
が
期
待
さ
れ
ま
す
。

効
果
３
「
医
療
の
道｣

　

第
三
次
救
急
医
療
施
設
で
あ
る
宮
崎

大
学
附
属
病
院
へ
の
搬
送
時
間
が
、
大

幅
に
短
縮
。
救
命
率
の
向
上
が
期
待
さ

れ
ま
す
。

山
之
口
ス
マ
ー
ト
Ｉ
Ｃ
利
活
用
促
進
事
業

Ｅ
Ｔ
Ｃ
車
載
器
設
置
費
補
助
金

　

Ｅ
Ｔ
Ｃ
車
載
器
を
新
た
に
設
置
し
た

市
民
や
市
内
事
業
者
に
対
し
、
一
台
当

た
り
５
千
円
を
上
限
に
助
成
し
ま
す
。

「
リ
ア
ル
宝
探
し
」で
賞
品
を
ゲ
ッ
ト
！

　

山
之
口
地
区
の
ほ
か
市
内
各
所
、
三

股
町
で
「
リ
ア
ル
宝
探
し
」
を
開
催
。

市
内
外
に
同
Ｉ
Ｃ
の
開
通
を
Ｐ
Ｒ
す
る

と
と
も
に
、
周
辺
地
域
の
活
性
化
を
図

り
ま
す
。

●
イ
ベ
ン
ト
内
容　

山
之
口
地
区
周
辺
、

市
・
三
股
町
全
域
を
対
象
に
実
施
。
謎

解
き
に
チ
ャ
レ
ン
ジ
し
な
が
ら
宝
を
ゲ

ッ
ト
し
よ
う

●
期
間　

10
月
１
日
㈯
〜
12
月
29
日
㈭

●
参
加
対
象
者　

誰
で
も
参
加
可

※ 

事
前
に
、
道
の
駅
や
各
学
校
で
配
布

す
る
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
が
必
要

軽自動車
など 普通車 大型車

福   岡 4,770 5,930 9,670 

熊   本 3,200 3,950 6,420 

鹿児島
本   線 2,600 3,210 5,190 

宮   崎 770 920 1,420 

宮崎西 850 1,030 1,590 

大   分 6,250 7,770 12,700 

山之口スマートＩＣからの通行料金（単位：円）

※ ETCを利用すると、料金を支払う際の手間が
省けるほか、料金もお得な場合があります
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空
気
が
乾
燥
す
る
冬
に
流
行
し
や
す

い
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
は
、
ワ
ク
チ
ン
を

接
種
す
る
こ
と
で
、
重
症
化
を
予
防
で

き
ま
す
。

　

日
頃
か
ら
、
手
洗
い
と
う
が
い
や
、

十
分
な
休
養
と
食
事
、
マ
ス
ク
を
着
用

す
る
「
せ
き
エ
チ
ケ
ッ
ト
」
を
心
掛
け
、

予
防
接
種
と
併
せ
て
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ

を
予
防
し
ま
し
ょ
う
。

◎
問
い
合
わ
せ

　

健
康
課　

☎
23

－

２
７
６
５

●
予
防
接
種
の
助
成
期
間

10
月
１
日
㈯
〜
12
月
31
日
㈯

●
対
象

・
接
種
日
に
満
65
歳
以
上
の
人

・ 

心
臓
や
腎
臓
、
呼
吸
器
、
免
疫
機
能

に
障
が
い
が
あ
り
、
日
常
生
活
が
制

限
さ
れ
る
60
歳
以
上
65
歳
未
満
の
人

●
自
己
負
担
額

１
４
０
０
円
（
期
間
内
に
１
回
限
り
）

※ 

対
象
と
な
る
人
で
、
生
活
保
護
世
帯

の
人
は
生
活
保
護
受
給
証
明
書
が
あ

れ
ば
無
料

※ 

対
象
以
外
の
人
は
、
接
種
費
用
は
全

額
自
己
負
担

イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ

予
防
接
種
の
助
成

65
歳
以
上
の
人
な
ど
の

市内・三股町内の予防接種実施医療機関 （ 五十音順、平成28年10月1日現在）
医　療　機　関　名 電話番号

あきづき医院 ３６ - ０５３４

あきと内科胃腸科 ４６ - ５５００

有川呼吸器内科医院 ２４ - ６６７７

有馬医院 ２３ - ２６１０

安藤胃腸科外科医院 ３９ - ２２２６

※ いき形成外科ひふ科クリニック ４５ - ００２０

池之上整形外科 ２３ - ２３１１

一心外科医院 ５２ - ７７８８

いづみ内科医院 ２２ - ７１１１

岩下耳鼻咽喉科 ５１ - １１８７

いわよし耳鼻咽喉科クリニック ３６ - ５５５５

宇宿医院 ２５ - ９０３１

鵜木循環器内科医院 ２６ - ０００８

※ 江夏整形外科クリニック ５１ - １１２２

海老原内科 ６４ - １２１１

大岐医院 ５７ - ２０２５

※ おおくぼクリニック ２６ - １５００

大橋クリニック ３７ - ０５３９

柏村内科 ２２ - ２６１６

※ 仮屋医院 ３６ - ０５２１

仮屋外科胃腸科医院 ２５ - ７７１２

川畑医院 ４６ - ３２２５

北原医院 ２２ - ４１３３

教山内科医院 ６２ - １２０５

共立医院 ２２ - ０２１３

久保原田中医院 ２２ - ７７００

黒松病院 ３８ - １１２０

※ 児玉小児科 ２５ - ５５７０

※ 小牧病院 ２４ - １２１２

坂田医院 ５１ - ２００３

坂元医院 ２２ - ０３６０

佐々木医院 ６２ - １１０３

※ 三州病院 ２２ - ０２３０

しげひらクリニック ２７ - ５５５５

志々目医院 ５７ - ２００４

医　療　機　関　名 電話番号

庄内医院 ３７ - ０５２２

※ 城南クリニック ２６ - ３６６２

※ 城南病院 ２３ - ２８４４

隅病院 ６２ - １１００

瀬ノ口医院 ２５ - ５１５５

瀬ノ口内科放射線科医院 ２５ - ７７８０

園田光正内科医院 ３８ - ５１１５

※ 大悟病院 ５２ - ５８００

※ たかお浜田医院 ２２ - ８８１８

※ たき心療内科クリニック ４６ - ９１９１

田口循環器科内科クリニック ２４ - ０６００

※ たけしたこども医院 ５１ - ０００５

武田産婦人科医院 ２２ - ０３３６

※ 橘病院（入院患者のみ） ２３ - ７２３６

伊達クリニック ３６ - ７０８８

田中隆内科 ５２ - ０３０１

※ どいクリニック ２２ - １８２５

戸嶋病院 ２２ - １４３７

※ 都北鮫島クリニック ３８ - ６０６０

とまり内科外科胃腸科医院 ５２ - １１３５

冨田医院 ２３ - ４５８６

長倉医院 ５２ - ２１０９

※ 永田病院 ２３ - ２８６３

※ ながはま整形外科 ４６ - ７１８８

西浦病院 ２５ - １１１９

※ 西岳診療所 ３３ - １５１０

野口脳神経外科 ４７ - １８００

野辺医院 ２２ - ０１５３

はしぐち小児科 ２４ - ５５００

畠中小児科医院 ５２ - ６０００

※ 花房泌尿器科医院 ２５ - １１７７

はまだクリニック ４５ - ２２６６

※ 速見泌尿器科医院 ２４ - ８３４４

早水公園クリニック ３６ - ６１１７

原田医院 ２６ - ３３３０

医　療　機　関　名 電話番号

ひかりクリニック都城 ２６ - １８２０

ふくしまクリニック ４６ - ５００１

福島外科胃腸科医院 ３８ - １６３３

藤元上町病院 ２３ - ４０００

※ 藤元総合病院 ２５ - １３１３

※ 藤元病院 ２５ - １３１５

ベテスダクリニック ２２ - １７００

※ 豊栄クリニック ３９ - ２５２５

※ 松山医院 ２４ - １０４６

政所医院 ５８ - ２１７１

※ マドコロ外科医院 ２２ - ０１３８

※ 丸田病院 ２３ - ７０６０

三嶋内科 ２４ - ７１７１

みしま内科クリニック ５１ - ８１００

都城新生病院 ２２ - ０２８０

都城フォレスト・クリニック脳神経外科 ８０ - ４３１３

※ 宮永病院 ２２ - ２０１５

宗正病院 ２２ - ４３８０

村上循環器内科クリニック ２５ - ２７００

※ メディカルシティ東部病院 ２２ - ２２４０

※ もちお蛯原医院 ２１ - ５３５５

もりやま脳神経外科 ２１ - ６８８８

森山内科・脳神経外科 ２１ - ５０００

柳田クリニック ２２ - ４８６２

柳田病院 ２２ - ４８５０

※ やの耳鼻咽喉科 ２７ - ５２２２

※ 山内小児科医院 ２２ - ００４８

山路医院 ６４ - ３１３３

山下医院 ５２ - １３４８

ゆうクリニック ４６ - ６１００

※ 横山病院（かかりつけ患者のみ） ２２ - ２８０６

※ よしかわクリニック ２３ - ９３８４

※ 吉松病院 ２５ - １５００

吉見クリニック ５８ - ５６３３

吉見病院 ５８ - ２３３５

※は要予約
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高
齢
者
の
安
定
し
た
生
活
を
支
援
す
る
総
合
機
関
「
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
」。

保
健
師
や
社
会
福
祉
士
な
ど
の
専
門
職
員
が
、
皆
さ
ん
の
生
活
を
サ
ポ
ー
ト
し
ま
す
。

◎
問
い
合
わ
せ　

介
護
保
険
課　

☎
23

－

３
１
８
４

　４月から、
山田・高崎地
区の認知症支
援を担当して
います。認知
症の疑いのあ
る 人 の 家 族
や、地区の民
生委員さんな
どからの相談

を受け、必要に応じて専門医の紹
介や、介護サービスなどの情報を
提供。相談に応じるときは、認知
症の人とその家族、両方の気持ち
を考えて対応するように心掛けて
います。
　認知症への理解をより深めても
らうために、今後は、勉強会や予
防啓発などの取り組みも進めてい
きたいと思います。

住み慣れた地域で支えます

インタビュー

山田・高崎地区地域包括支援センター
認知症地域支援推進員

内田　愛子さん

地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
の
役
割

　

地
域
に
お
け
る
介
護
相
談
の
窓
口
と

な
る
の
が
、
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー

で
す
。
セ
ン
タ
ー
で
は
、
保
健
師
や
社

会
福
祉
士
、
主
任
介
護
支
援
専
門
員
を

配
置
し
、次
の
業
務
を
行
っ
て
い
ま
す
。

総
合
相
談

　

介
護
に
関
す
る
相
談
の
ほ
か
、
福
祉

や
医
療
な
ど
さ
ま
ざ
ま
な
相
談
に
対

応
。
ま
た
、
高
齢
者
宅
の
訪
問
や
見
守

り
活
動
な
ど
を
通
し
、
高
齢
者
と
そ
の

家
族
を
支
え
て
い
ま
す
。

介
護
予
防

　

こ
け
な
い
か
ら
だ
づ
く
り
講
座
な
ど
、

介
護
予
防
に
力
を
入
れ
て
い
ま
す
。

権
利
擁
護

　

成
年
後
見
制
度
の
紹
介
や
虐
待
の
早

期
発
見
、悪
質
な
訪
問
販
売
な
ど
に
よ

る
被
害
の
防
止
に
努
め
て
い
ま
す
。

サ
ー
ビ
ス
の
提
供
な
ど
を
支
援

　

適
切
な
介
護
・
医
療
サ
ー
ビ
ス
の
提

供
を
図
る
た
め
、
ケ
ア
マ
ネ
ジ
ャ
ー
へ

の
支
援
や
、
関
係
機
関
と
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー

ク
づ
く
り
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

気
軽
に
相
談
く
だ
さ
い

あ
な
た
の
身
近
な

地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー

市内７つの
地域包括支援センター
姫城･中郷地区地域包括支援センター
上町17街区20号 ☎26-8339

妻ケ丘･小松原地区地域包括支援センター
前田町15街区6号デラコア前田ビル103号
 ☎23-9712

五十市･横市地区地域包括支援センター
久保原町10街区20号 ☎57-6767

祝吉･沖水地区地域包括支援センター
祝吉町5055番地5 ミラ･クレイン102号
 ☎26-4212

志和池･庄内･西岳地区地域包括支援センター
庄内町8160番地3 ☎45-4180

山之口･高城地区地域包括支援センター
山之口町花木2005番地（山之口総合支所内）
 ☎29-1682

山田・高崎地区地域包括支援センター
高崎町大牟田1150番地1（高崎総合支所内）
 ☎45-8411

住
み
慣
れ
た
地
域
で
の
暮
ら
し
を
サ
ポ
ー
ト

　
市
で
は
、認
知
症
に
な
っ
て
も
、い
つ

ま
で
も
住
み
慣
れ
た
地
域
で
自
分
ら
し

く
暮
ら
せ
る
よ
う
に
、認
知
症
の
人
の

生
活
を
サ
ポ
ー
ト
す
る
取
り
組
み
を
強

化
し
て
い
ま
す
。

　

認
知
症
に
対
す
る
正
し
い
知
識
を
学

び
、
認
知
症
の
人
た
ち
を
支
え
る
「
認

知
症
サ
ポ
ー
タ
ー
」
を
養
成
す
る
と
と

も
に
、
今
年
度
か
ら
「
認
知
症
地
域
支

援
推
進
員
」
を
、
各
地
域
包
括
支
援
セ

ン
タ
ー
に
配
置
。
認
知
症
の
人
や
、
そ

の
家
族
に
や
さ
し
い
地
域
づ
く
り
に
取

り
組
ん
で
い
ま
す
。

認
知
症
サ
ポ
ー
タ
ー
養
成
講
座
に

参
加
し
ま
せ
ん
か

　

認
知
症
サ
ポ
ー
タ
ー
を
養
成
す
る
講

座
を
、
定
期
的
に
開
催
し
て
い
ま
す
。

　

認
知
症
に
な
っ
て
も
、
周
り
の
人
の

理
解
と
協
力
で
、
在
宅
生
活
を
続
け
る

こ
と
が
で
き
ま
す
。
身
近
な
人
が
認
知

症
に
な
っ
た
場
合
に
支
え
る
こ
と
が
で

き
る
よ
う
、
受
講
し
て
み
ま
せ
ん
か
。

　

都
城
市
社
会
福
祉
協
議
会

　
　
　

☎
25

－

７
３
１
８

認
知
症
ケ
ア
パ
ス
を

活
用
く
だ
さ
い

　
「
認
知
症
か
な
」
と
思
っ
た
と
き
の

相
談
先
や
、症
状
に
合
わ
せ
て
選
ぶ
サ
ー

ビ
ス
な
ど
を
ま
と
め
た
認
知
症
ケ
ア
パ

ス
を
、
介
護
保
険
課
や
各
地
域
包
括
支

援
セ
ン
タ
ー
で

配
布
。
早
期
発

見
早
期
診
断
、

そ
し
て
早
期
対

応
に
つ
な
げ
ま

す
。
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毎
年
９
月
10
日
か
ら
の
１
週
間
は
、
自
殺
予
防
週
間
で
す
。
こ
の
機
会
に
命
の
大

切
さ
や
、
命
を
支
え
る
こ
と
に
つ
い
て
考
え
て
み
ま
せ
ん
か
。

◎
問
い
合
わ
せ　

福
祉
課　

☎
23

－

２
９
８
０

　ゲートキー
パーの役割な
ど、詳しいこ
とは分からな
いまま友人の
勧めで、講座
を受講しまし
たが、丁寧に
教 え て も ら

い、理解を深めることができまし
た。また、人の話を上手に聞く方
法や声の掛け方などは、普段の生
活にも役立つと感じました。今後
は学んだことを生かして、家族や
友人など身近な人たちの悩みに気
付き、相談に応じられるようにな
りたいです。
　多くの皆さんに受講してもら
い、身近な人の悩みに気付ける社
会ができると良いと思います。

身近な人の心の支えに

インタビュー

ゲートキーパー養成講座受講者ゲ トキキ 養成成講座受講

増森　由美さん

自
殺
の
現
状

　

本
市
の
平
成
26
年
の
自
殺
者
数
は
39

人
で
、
人
口
10
万
人
当
た
り
の
自
殺
死

亡
率
は
23
・
４
人
で
し
た
。
こ
れ
ら
の

値
は
平
成
15
年
を
ピ
ー
ク
に
徐
々
に
減

少
し
て
い
ま
す
が
、
全
国
平
均
に
比
べ

依
然
と
し
て
高
い
状
況
で
す
。

　

自
殺
の
原
因
と
し
て
最
も
多
い
の

が
、
う
つ
病
や
ア
ル
コ
ー
ル
依
存
症
な

ど
の
健
康
問
題
で
す
。
悩
み
を
抱
え
た

９
月
10
日
㈯
か
ら
16
日
㈮
は
「
自
殺
予
防
週
間
」

〝
生
き
る
〞を
支
え
る「
ゲ
ー
ト
キ
ー
パ
ー
」

人
は
、
誰
に
も
相
談
で
き
ず
、
相
談
先

も
分
か
ら
な
い
状
況
に
陥
り
、
う
つ
病

な
ど
の
心
の
病
気
に
か
か
る
場
合
が
あ

り
ま
す
。
そ
し
て
、
心
理
的
に
追
い
詰

め
ら
れ
、
死
ぬ
こ
と
以
外
に
解
決
す
る

方
法
が
な
い
と
思
い
込
み
、
自
殺
と
い

う
手
段
を
と
っ
て
し
ま
う
と
考
え
ら
れ

て
い
ま
す
。

命
を
つ
な
ぐ
ゲ
ー
ト
キ
ー
パ
ー

　

自
殺
を
防
ぐ
た
め
に
効
果
的
な
の

が
、
周
囲
の
人
に
よ
る
声
掛
け
で
す
。

悩
ん
で
い
る
人
の
心
の
変
化
の
を
察
知

し
、
悩
み
や
病
気
を
早
期
に
発
見
す
る

こ
と
で
、
自
殺
し
よ
う
と
し
て
い
る
人

を
救
う
こ
と
が
で
き
る
可
能
性
が
あ
り

ま
す
。

　

こ
う
し
た
取
り
組
み
を
行
い
、
必
要

な
支
援
に
つ
な
ぐ
人
が
ゲ
ー
ト
キ
ー

パ
ー
で
、
次
の
４
つ
の
役
割
が
あ
り
ま

す
。

１
．
気
付
き

　

周
囲
の
人
に
目
を
配
り
、「
食
欲
が

な
く
な
っ
た
」、「
口
数
が
少
な
く
な
っ

た
」
な
ど
の
変
化
に
気
付
き
ま
す
。

２
．
声
掛
け

　
「
眠
れ
て
い
ま
す
か
」、「
何
か
力
に

な
れ
る
こ
と
は
な
い
で
す
か
」
な
ど
声

を
掛
け
、
悩
ん
で
い
る
人
の
話
す
き
っ

か
け
を
作
り
ま
す
。

３
．
傾
聴

　

相
手
を
責
め
た
り
せ
ず
、
し
っ
か
り

と
悩
み
に
耳
を
傾
け
、
つ
ら
い
気
持
ち

に
共
感
し
ま
す
。
ま
た
、
話
を
聴
い
た

ら
ね
ぎ
ら
い
の
言
葉
を
掛
け
ま
す
。

４
．
つ
な
ぎ

　

必
要
な
場
合
は
専
門
家
や
専
門
機
関

を
紹
介
し
た
り
、
相
談
を
す
る
よ
う
に

促
し
た
り
し
ま
す
。
一
方
的
に
押
し
つ

け
る
こ
と
は
せ
ず
、
相
談
者
の
理
解
を

得
て
、
必
要
な
情
報
を
提
供
し
ま
す
。

ゲ
ー
ト
キ
ー
パ
ー
養
成
講
座

　

市
で
は
、
専
門
家
に
よ
る
具
体
的
な

声
の
掛
け
方
や
、
話
の
聴
き
方
な
ど
を

学
ぶ
ゲ
ー
ト
キ
ー
パ
ー
養
成
講
座
を
開

催
し
て
い
ま
す
。
ゲ
ー
ト
キ
ー
パ
ー
に

は
、
専
門
的
な
知
識
や
特
別
な
技
術
は

必
要
な
く
、
意
欲
が
あ
れ
ば
誰
で
も
な

る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
大
切
な
命
を
守

る
た
め
に
、
参
加
し
て
み
ま
せ
ん
か
。

一
人
で
悩
ま
ず
相
談
く
だ
さ
い

　

悩
み
事
な
ど
に
専
門
家
が
応
じ
る
相

談
窓
口
を
開
設
し
て
い
ま
す
。
一
人
で

悩
ま
ず
、
早
め
に
専
門
家
に
相
談
し
ま

し
ょ
う
。

こ
こ
ろ
の
電
話

（
宮
崎
県
精
神
保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー
内
）

☎
０
９
８
５

－

32

－

５
５
６
６

都
城
保
健
所　

☎
23

－

４
５
０
４

福
祉
課　

☎
23

－

２
９
８
０

東
部
保
健
セ
ン
タ
ー
（
高
城
）

☎
58

－

６
８
０
０

西
部
保
健
セ
ン
タ
ー
（
高
崎
）

☎
62

－

４
４
１
１

人口10万人当たりの自殺死亡率の推移

資料：人口動態統計より宮崎県作成

（単位：人）

んんんんんんんん（花繰町）

都城市
宮崎県
全　国
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まちの話題

み
や
こ
ん
じ
ょ
と
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
を
繋
ぐ

　

国
際
交
流
員
と
し
て
活
躍
し
た
オ
ー
ス
ト

ラ
リ
ア
出
身
の
ダ
リ
ン
・
ハ
ミ
ル
ト
ン
さ
ん

が
、任
期
を
終
え
７
月
22
日
、市
長
を
表
敬
訪

問
し
ま
し
た
。２
年
間
、市
民
の
国
際
感
覚
の

醸
成
に
努
め
た
ハ
ミ
ル
ト
ン
さ
ん
。「
み
ご
ち

も
み
ご
ち
自
然
や
よ
か
人
た
ち
な
ど
、み
や

こ
ん
じ
ょ
は
人
も
環
境
も
素
晴
ら
し
い
。誇

り
を
持
っ
て
」と
太
鼓
判
を
押
し
ま
し
た
。

ふるさと納税九州サミットin都城

みが問醸も

国際交流員離任のあいさつ

２
千
人
に
よ
る
圧
巻
の
総
踊
り

　

盆
地
ま
つ
り
が
８
月
６
日
、
中
央
通
り
周

辺
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
２
年
連
続
の
好
天

に
恵
ま
れ
、
約
２
千
人
の
安
久
節
や
サ
ン
バ

ヤ
ッ
サ
の
総
踊
り
連
が
、
祭
り
を
盛
り
上
げ

ま
し
た
。
沿
道
に
は
、
地
元
の
農
畜
産
物
な

ど
を
販
売
す
る
出
店
が
立
ち
並
び
、
訪
れ
た

家
族
連
れ
ら
が
舌
鼓
を
打
ち
な
が
ら
、
に
ぎ

や
か
な
祭
り
を
楽
し
ん
で
い
ま
し
た
。

辺ヤまど家や

盆地まつり

タウンマネージャー市民報告会

「
日
本
一
の
肉
と
焼
酎
の
ふ
る
さ
と
」
に
集
結

ふ
る
さ
と
納
税
九
州
サ
ミ
ッ
ト
が
７

月
28
日
・
29
日
、
総
合
文
化
ホ
ー
ル
を

中
心
に
開
催
さ
れ
ま
し
た
。ふ
る
さ
と

納
税
に
携
わ
る
自
治
体
職
員
や
、
特
産

品
を
取
り
扱
う
事
業
者
な
ど
88
団
体
・

２
３
０
人
が
本
市
に
集
結
。参
加
者
ら

は
、
基
調
講
演
や
先
進
自
治
体
の
事
例

発
表
な
ど
に
熱
心
に
耳
を
傾
け
、
ふ
る

さ
と
納
税
を
活
用
し
た
地
域
活
性
化
へ

の
意
識
を
高
め
て
い
ま
し
た
。ま
た
、

昨
年
度
、
寄
附
額
日
本
一
と
な
っ
た
本

市
自
慢
の
返
礼
品
の
製
造
現
場
や
、
発

送
作
業
も
見
学
。納
期
や
品
質
管
理
、

発
送
手
順
な
ど
に
つ
い
て
、
活
発
な
意

見
が
交
わ
さ
れ
て
い
ま
し
た
。

ま
ち
の
魅
力
と
価
値
を
高
め
る

　

空
き
店
舗
を
活
用
し
、
人
々
が
集

う
ま
ち
な
か
づ
く
り
を
進
め
る
二
宮

啓け
い
い
ち市

タ
ウ
ン
マ
ネ
ー
ジ
ャ
ー
が
７
月
29

日
、
ウ
エ
ル
ネ
ス
交
流
プ
ラ
ザ
で
活
動

報
告
を
行
い
ま
し
た
。
空
き
店
舗
を
再

生
す
る
リ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
の
手
法
に
、

各
種
デ
ー
タ
の
分
析
を
活
用
。
ま
ち
な

か
が
「
夢
と
チ
ャ
ン
ス
を
与
え
る
商
店

街
」
へ
転
換
す
る
こ
と
の
重
要
性
を
、

熱
く
語
り
掛
け
て
い
ま
し
た
。
参
加
者

か
ら
は
、
出
店
へ
の
期
待
と
新
し
い
試

み
へ
の
不
安
の
両
方
の
意
見
が
出
さ
れ

「
手
作
り
や
希
少
な
も
の
な
ど
を
扱
え

ば
、
魅
力
的
な
店
舗
を
実
現
で
き
る
」

な
ど
と
丁
寧
に
答
え
て
い
ま
し
た
。

関
之
尾
滝
に
ま
つ
わ
る
伝
説
を
再
現

　

お
雪
さ
ん
の
杯

さ
か
ず
き

流
し
が
７
月
30
日
、
関

之
尾
滝
上
流
で
行
わ
れ
ま
し
た
。
地
域
に
ま

つ
わ
る
伝
説
を
、
観
光
に
生
か
そ
う
と
荘
内

商
工
会
が
企
画
。
６
０
０
年
ほ
ど
前
、
城
主

が
主
催
し
た
宴
の
席
で
の
粗そ

相そ
う

を
嘆
い
て
、

滝
に
身
を
投
げ
た
お
雪
さ
ん
。
詰
め
掛
け
た

来
場
者
が
見
守
る
中
、
着
物
姿
で
お
雪
さ
ん

に
扮ふ
ん

し
た
3
人
の
女
性
が
杯
を
流
し
ま
し
た
。

関之商が滝来

お雪さんの杯流し
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子
ど
も
向
け
イ
ベ
ン
ト
が
盛
況

　

夏
休
み
期
間
中
、子
ど
も
向
け
の
イ

ベ
ン
ト
が
多
数
開
催
さ
れ
ま
し
た
。シ

ラ
ス
や
軽
石
な
ど
を
ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル

に
詰
め
た
模
型
を
製
作
し
、地
層
の
成

り
立
ち
を
学
ぶ
講
座
や
、盲
導
犬
の
誘

導
な
ど
を
通
し
て
、視
覚
障
が
い
者
へ

の
理
解
を
深
め
る
イ
ベ
ン
ト
な
ど
に
、

多
く
の
子
ど
も
ら
が
参
加
し
ま
し
た
。

ONE＋NATION　タベノンサルク

戦没者・空襲犠牲者合同追悼式

食育講座「夏休み親子料理教室」 子ども美術書道教室

歴史資料館「都城の地層模型づくり」

全
国
初
！　

食
と
音
楽
融
合
の
野
外
イ
ベ
ン
ト

野
外
音
楽
イ
ベ
ン
ト「
Ｏワ

ン
Ｎ
Ｅ
＋

Ｎネ

ー

シ

ョ

ン

Ａ
Ｔ
Ｉ
Ｏ
Ｎ
」
と
、
都
城
の
肉
・
焼

酎
を
満
喫
す
る
イ
ベ
ン
ト「
タ
ベ
ノ
ン

サ
ル
ク
」
が
７
月
30
日
、
観
音
池
公
園

で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。県
内
外
か
ら
約

５
千
人
が
来
場
。ス
テ
ー
ジ
で
は
、
人

気
ア
ー
テ
ィ
ス
ト
８
組
が
会
場
を
熱
く

盛
り
上
げ
ま
し
た
。ま
た
、
タ
ベ
ノ
ン

サ
ル
ク
に
は
約
40
店
舗
が
出
店
。本
市

自
慢
の
農
畜
産
物
を
使
っ
た
メ
ニ
ュ
ー

や
、
市
内
４
蔵
元
の
焼
酎
な
ど
を
提
供

す
る
こ
と
で
、
都
城
の
食
を
Ｐ
Ｒ
し
ま

し
た
。来
場
者
ら
は
音
楽
と
食
の
両
方

を
楽
し
み
な
が
ら
、
イ
ベ
ン
ト
を
満
喫

し
て
い
ま
し
た
。

平
和
の
大
切
さ
を
受
け
継
ぐ

　

明
治
以
降
の
戦
争
に
よ
る
戦
没
者
・

殉
職
者
と
昭
和
20
年
の
都
城
大
空
襲
の

犠
牲
者
を
慰
霊
す
る
、
戦
没
者
・
空

襲
犠
牲
者
合
同
追
悼
式
が
８
月
６
日
、

総
合
文
化
ホ
ー
ル
で
開
催
さ
れ
ま
し

た
。
遺
族
や
関
係
者
ら
５
３
４
人
が
参

列
。
黙
と
う
の
後
、
参
列
者
ら
が
献
花

し
、
戦
没
者
や
殉
職
者
、
空
襲
犠
牲
者

７
３
３
３
柱
の
冥
福
を
祈
り
ま
し
た
。

式
で
は
、南
小
学
校
５
・６
年
生
が
折
っ

た
千
羽
鶴
を
４
人
の
児
童
が
献
納
。
そ

の
ほ
か
、
６
年
生
76
人
が
戦
争
に
つ
い

て
学
ん
だ
内
容
の
発
表
と
、
平
和
へ
の

思
い
を
歌
っ
た
曲
を
合
唱
し
、
平
和
を

誓
っ
て
い
ま
し
た
。

点字図書館わくわく塾親子で公共施設探検
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健
康
運
動
指
導
士

尾お
ま
が
り曲

　
と
も
み
　
さ
ん

お
ま
か
せ
あ
れ
！　
「
体
を
動
か
す
サ
ポ
ー
ト
」

体
育
館
や
運
動
施
設
に
響
く
楽
し
げ
な

笑
い
声
。た
く
さ
ん
の
子
ど
も
ら
に
囲
ま

れ
、
一
緒
に
な
っ
て
汗
を
流
し
て
い
る
の

が
、
健
康
運
動
指
導
士
の
尾
曲
と
も
み
さ

ん（
高
城
町
大
井
手
）
で
す
。

健
康
運
動
指
導
士
と
は
、
一
人
一
人
の

心
身
の
状
態
に
応
じ
て
、
安
全
で
効
果
的

な
運
動
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
作
成
や
、
そ
の
指

導
を
す
る
資
格
を
持
つ
人
の
こ
と
。最
近

で
は
、
健
康
を
支
え
る
ス
ペ
シ
ャ
リ
ス
ト

と
し
て
、
特
定
健
診
や
特
定
保
健
指
導
で

も
活
躍
し
て
い
ま
す
。

尾
曲
さ
ん
は
、
市
内
の
３
つ
の
総
合
型

地
域
ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ
ブ
の
ひ
と
つ
、
Ｎ
Ｐ

Ｏ
法
人
高
城
ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ
ブ
に
在
籍
。

運
動
器
症
候
群
を
予
防
す
る
ス
ク
エ
ア
ス

テ
ッ
プ
や
、
子
ど
も
に
体
の
使
い
方
を
教

え
る
コ
オ
ー
デ
ィ
ネ
ー
シ
ョ
ン
ト
レ
ー

ニ
ン
グ
、
気
軽
に
取
り
組
め
る
ニ
ュ
ー
ス

ポ
ー
ツ
の
普
及
な
ど
、
さ
ま
ざ
ま
な
資
格

を
生
か
し
て
、
幼
児
か
ら
高
齢
者
ま
で
、

安
全
に
体
を
動
か
す
指
導
を
行
っ
て
い
ま

す
。

 「
私
が
子
ど
も
の
頃
は
、遊
び
の
中
で
、

登
る
・
跳
ね
る
・
ね
じ
る
な
ど
の
動
き
が

自
然
に
身
に
つ
い
た
。今
は
遊
び
の
種
類

が
少
な
く
、
体
を
う
ま
く
使
え
な
い
子
ど

も
が
増
え
て
い
る
」
と
話
す
尾
曲
さ
ん
。

し
ゃ
が
め
な
い
子
ど
も
や
、
後
ろ
向
き

で
走
れ
な
い
子
ど
も
が
、
悔
し
涙
を
流
し

な
が
ら
練
習
し
て
い
る
う
ち
に
、
そ
れ
が

で
き
る
よ
う
に
な
っ
た
瞬
間
、
満
面
の
笑

み
に
な
る
の
を
見
れ
る
こ
と
が
活
力
に
な

る
と
目
を
細
め
ま
す
。

子
ど
も
へ
の
運
動
指
導
の
ほ
か
、
貯ち
ょ
き
ん筋

運
動
な
ど
の
介
護
予
防
教
室
で
、
多
く
の

高
齢
者
も
指
導
し
て
い
る
尾
曲
さ
ん
。「
脳

梗
塞
で
体
が
不
自
由
に
な
っ
た
人
が
、
回

を
重
ね
る
ご
と
に
機
能
を
回
復
し
、
そ
れ

を
目
の
当
た
り
に
し
た
人
が
、
周
り
の
人

に
体
を
動
か
す
こ
と
の
大
切
さ
を
伝
え
て

く
れ
た
こ
と
も
あ
る
。
子
ど
も
で
も
、
高

齢
者
で
も
や
ろ
う
と
思
う
こ
と
が
大
事
。

や
り
た
い
と
思
う
気
持
ち
を
、
サ
ポ
ー
ト

し
た
い
」
と
力
を
込
め
ま
す
。

 

今
後
は「
30
歳
〜
50
歳
代
の
働
き
盛
り

の
人
た
ち
が
、
休
日
に
買
い
物
を
楽
し
む

よ
う
な
感
覚
で
、
い
ろ
い
ろ
な
ス
ポ
ー
ツ

に
親
し
め
る
環
境
を
作
っ
て
い
き
た
い
」

と
思
い
を
話
し
て
い
ま
し
た
。
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◎問い合わせ　健康課　☎23 2765

　カボチャは、細胞を活性化しガンや老化防止にも効
果がある、ベータカロテンを多く含みます。ベータカ
ロテンは、体内で必要な量だけビタミンAに変わり、
粘膜や健康な皮膚を作ります。

◎問い合わせ　みやこんじょＰＲ課　☎23 2615
Vol.3

都
城
の
伝
統
工
芸

カボチャの代わりに、サツマイモを使っても
おいしくできます。軟らかい仕上がりなので、
固めが好みの人は、白玉粉を少し多めに加え
てください。

●材料（4人分）
カボチャ  …………120ｇ
白玉粉  ……………100ｇ
絹ごし豆腐…………50ｇ
水……………………適量
黒ゴマ………………適量

●下準備
カボチャ…種を取り、皮の付いたままラップに包んで、
電子レンジで5分～ 8分加熱。軟らかくなった実をス
プーンで皮から外し、ほぐしてペースト状にする

●作り方
①   ボウルに絹ごし豆腐を入れて崩す。カボチャと白玉粉
を加え、水を少しずつ加えながら、粉っぽさがなくな
るよう生地をこね、一つにまとめる

② 生地を一口大に丸め、沸騰した湯でゆでる。ゆであ
がったら、冷水にくぐらせて冷ます

 ③ たれを作る。水、砂糖、しょうゆを火にかけ、沸騰した
ら水溶き片栗粉を加える。②にからめてゴマを散らす

　水…………80～100㏄
　砂糖…………………大2
　濃口しょうゆ………小2
　片栗粉………………小1
　水……………………小2

た
れ

伝
統
美
の
追
求

　

年
輪
を
重
ね
た
原
木
を
鋭
い
眼
力

で
吟
味
し
、「
美
」
を
生
み
出
す
の

が
、
県
の
伝
統
工
芸
士
の
西
川
嵩た
か
しさ

ん

（
野
々
美
谷
町
）。
高
級
素
材
で
あ
る
桑

や
黒
柿
の
縞し
ま
め目

な
ど
の
独
特
な
模
様

や
、
希
少
価
値
の
高
い
屋
久
杉
の
細
や

か
で
泡
粒
の
よ
う
な
木
目
の
美
し
さ
を

引
き
出
す
た
め
、
自
ら
の
手
で
鋼
は
が
ね
な
ど

を
打
ち
鍛
え
、「
ま
が
り
」
を
製
作
し

ま
す
。
そ
の
「
ま
が
り
」
を
巧
み
に
操

り
、生
み
出
さ
れ
る
碁ご

け笥
（
碁
石
入
れ
）

や
な
つ
め
の
艶
や
か
な
丸
み
は
、
美
の

骨
頂
と
評
さ
れ
ま
す
。

　

最
近
で
は
、
海
外
の
囲
碁
愛
好
家
か

ら
注
文
も
多
く
寄
せ
ら
れ
る
西
川
さ
ん

の
作
品
。
西
川
さ
ん
は
、
木
肌
が
淡
い

金
色
に
光
る
櫨は
ぜ

で
ワ
イ
ン
グ
ラ
ス
を
制

作
す
る
な
ど
、
新
た
な
「
美
」
を
常
に

探
求
し
て
い
ま
す
。

匠
の
技
が
生
み
出
す
木
目
の
美
し
さ

　

細
や
か
な
手
作
業
を
繰
り
返
し
て
作

ら
れ
る
宮
崎
ロ
ク
ロ
工
芸
品
は
、
木
目

の
美
し
さ
と
木
肌
の
温
も
り
が
特
徴
の

逸
品
で
す
。
始
め
に
、
樹
木
ご
と
に
違

う
風
合
い
を
吟
味
し
て
原
木
を
選
び
、

荒
削
り
し
た
後
、
乾
燥
。
次
に
、「
ま

が
り
」
と
い
う
特
別
な
工
具
を
使
い
、

木
の
特
性
を
見
極
め
な
が
ら
、
削
る
早

さ
や
角
度
、
力
の
入
れ
具
合
を
変
え
て

成
形
し
ま
す
。
最
後
に
、
４
種
類
の
サ

ン
ド
ペ
ー
パ
ー
を
使
い
分
け
て
磨
き
、

蝋ろ
う

や
ウ
レ
タ
ン
な
ど
で
艶
を
出
し
ま
す
。

　

熟
練
の
技

か
ら
生
ま
れ

る
宮
崎
ロ
ク

ロ
工
芸
品

は
、
昭
和
60

年
に
県
の
伝

統
的
工
芸
品

に
指
定
さ
れ

ま
し
た
。

都
城
の
技

「
宮
崎
ロ
ク
ロ
工
芸
品
」

　

シ
リ
ー
ズ
第
３
弾
は
、
木
目
の
美
し

さ
を
最
大
限
に
生
か
し
て
作
ら
れ
る
宮

崎
ロ
ク
ロ
工
芸
品（
県
指
定
伝
統
的
工

芸
品
）
を
紹
介
し
ま
す
。
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毎月第３日曜日は「家庭の日」

美
術
館
非
常
勤
嘱
託
職
員

●
業
務
內
容

美
術
館
学
芸
事
務
補
助
な
ど
の
業
務

●
対
象
・
定
員　

法
令
に
基
づ
く
学
芸
員

の
資
格
を
有
す
る
人
で
、
美
術
課
程
ま
た

は
美
術
史
関
係
学
な
ど
を
専
攻
し
た
人
・

１
人

●
雇
用
期
間　

10
月
〜
平
成
29
年
３
月
ま

で
の
６
カ
月
。
そ
の
後
は
、
勤
務
状
況
に

応
じ
て
６
カ
月
更
新
（
最
長
３
年
間
）

●
勤
務
時
間　

10
時
〜
17
時（
週
30
時
間
）

●
勤
務
地　

市
立
美
術
館

●
賃
金　

月
額
９
万
８
５
０
０
円

　

９
月
15
日
㈭
ま
で
に
、
履
歴
書
と

資
格
を
証
明
す
る
も
の
の
写
し
を
市
立
美

術
館　

☎
25

－

１
４
４
７

飲
料
自
動
販
売
機
設
置
事
業
者

●
設
置
の
場
所　

志
和
池
中
央
ふ
れ
あ
い

広
場
管
理
棟
横
（
１
台
分
）

●
設
置
期
間　

10
月
15
日
㈯
か
ら
2
年
半

※
申
し
込
み
多
数
の
場
合
は
、
抽
選

●
応
募
資
格　

市
内
に
事
務
所
な
ど
が
あ

り
、
市
税
お
よ
び
国
税
の
滞
納
が
な
い
こ

と
。
ま
た
、
暴
力
団
関
係
者
で
な
い
こ
と

※ 

詳
し
く
は
、
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
確
認

く
だ
さ
い

　

９
月
16
日
㈮
の
17
時
ま
で
に
環
境

施
設
課　

☎
23

－

３
３
１
９

高
崎
地
区
縁
結
び
促
進
事
業

第
３
回 

た
か
ざ
き
恋
物
語　

〜
グ
ル
メ
婚
活
〜

●
日
時　

10
月
23
日
㈰　

９
時
30
分
〜

●
場
所　

高
崎
福
祉
保
健
セ
ン
タ
ー

●
対
象　

20
歳
以
上
の
独
身
男
女

※ 

男
性
は
高
崎
町
内
に
在
住
ま
た
は
勤
務

し
て
い
る
人

●
定
員　

男
女
各
25
人　

※
申
し
込
み
順

●
参
加
費

男
性
３
千
円
、
女
性
２
５
０
０
円

　

９
月
30
日
㈮
ま
で
に
高
崎
地
区
ま

ち
づ
く
り
協
議
会　

☎
62

－
１
１
１
１

西
岳
診
療
所
嘱
託
職
員

●
雇
用
期
間　

平
成
29
年
1
月
〜
6
月
ま

で
の
６
カ
月
。
そ
の
後
は
、
勤
務
状
況
に

応
じ
て
6
カ
月
更
新
（
最
長
3
年
間
）

●
勤
務
地　

西
岳
診
療
所

●
賃
金　

月
額
13
万
４
５
０
０
円

【
看
護
師
】

●
対
象
・
定
員　

看
護
師
の
資
格
を
有
す

る
人
・
１
人

●
勤
務
時
間　

8
時
30
分
〜
15
時
30
分

（
月
〜
金
曜
日
の
週
30
時
間
）

【
医
療
事
務
】

●
対
象
・
定
員　

医
療
事
務
の
資
格
を
有

す
る
人
・
１
人

●
勤
務
時
間　

8
時
30
分
〜
15
時
30
分

（
月
〜
金
曜
日
の
週
30
時
間
）

　

９
月
30
日
㈮
ま
で
に
履
歴
書
と
資

格
を
証
明
す
る
も
の
の
写
し
を
保
険
年
金

課
（
〒
885

－

８
５
５
５
）
へ
郵
送
ま
た
は

持
参　

☎
23

－

２
１
２
７

ラ
ブ
レ
タ
ー
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

都
城
編
（
無
料
）

　

書
家
・
紫シ
シ
ュ
ー舟
さ
ん
の
指
導
の
下
、
書
で

大
切
な
人
へ
手
紙
を
つ
づ
り
ま
す
。
今
回

は
、
外
国
人
市
民
の
皆
さ
ん
も
楽
し
め
る

よ
う
、
英
語
で
の
通
訳
も
行
い
ま
す
。

●
日
時　

11
月
３
日
㈭

①
10
時
30
分
〜
12
時
②
14
時
〜
15
時
30
分

●
場
所　

ウ
エ
ル
ネ
ス
交
流
プ
ラ
ザ

●
定
員　

各
50
人

※ 

応
募
者
多
数
の
場
合
は
抽
選
。
当
選
者

に
は
10
月
中
旬
に
連
絡

　
10
月
4
日
㈫
ま
で
に
、
市
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
に
掲
載
す
る
参
加
申
込
書
を
総
合

政
策
課
（
〒
885

－

８
５
５
５
）
に
持
参
、

郵
送
、
フ
ァ
ク
ス
ま
た
は
メ
ー
ル

☎
23

－

２
１
１
５　

FAX

 

23

－

２
６
７
５

planning@
city.m

iyakonojo.m
iyazaki.jp

都
城
広
域
定
住
自
立
圏
構
想
協
議
会

Ｓ
Ｈ
Ｉ
Ｍ
Ａ
Ｚ
Ｕ
グ
ル
メ

コ
ン
テ
ス
ト
出
店
者

　

３
市
１
町
対
抗
の
グ
ル
メ
コ
ン
テ
ス
ト

に
出
場
す
る
出
店
者
を
募
集
し
ま
す
。

●
応
募
資
格　

高
校
生
以
上
の
市
内
在
住

者
ま
た
は
団
体

●
応
募
規
定　

１
種
類
以
上
の
地
元
食
材

を
使
用

●
審
査　

書
類
選
考
で
1
団
体
を
選
定
。

代
表
者
は
11
月
13
日
㈰
の「
曽
於
市
民
祭
」

に
出
場
し
、
来
場
者
と
審
査
委
員
の
投
票

に
よ
り
グ
ラ
ン
プ
リ
が
決
定

　

９
月
23
日
㈮
ま
で
に
総
合
政
策
課

　
　
　

☎
23

－

２
１
１
５　
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INFORMATION 申は申し込み、問は問い合わせの略です

市
営
住
宅
入
居
申
込
説
明
会

　

10
月
定
期
募
集
に
申
し
込
み
を
希
望
す

る
人
を
対
象
に
、説
明
会
を
開
催
し
ま
す
。

●
日
時　

９
月
16
日
㈮　

14
時
〜
15
時

●
場
所　

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー

●
対
象　

次
の
条
件
を
満
た
す
人

① 

市
内
に
住
所
が
あ
る
こ
と

※ 

抽
選
に
参
加
で
き
る
の
は
、
市
内
に
３

カ
月
以
上
住
ん
で
い
る
人

② 

同
居
す
る
、
ま
た
は
し
よ
う
と
す
る
親

族
（
婚
約
者
を
含
む
）
が
い
る
こ
と

※ 

条
件
を
満
た
せ
ば
単
身
入
居
で
き
る
団

地
も
あ
り
ま
す
。
不
自
然
な
世
帯
分
離

を
し
て
い
る
場
合
、
申
し
込
み
不
可

③ 

政
令
月
収
が
15
万
８
千
円
以
下
で
あ
る

こ
と

④ 

住
宅
に
困
窮
し
て
い
る
こ
と
が
明
ら
か

な
こ
と

※ 

持
ち
家
の
あ
る
人
は
申
し
込
み
不
可

⑤ 

市
税
な
ど
を
滞
納
し
て
い
な
い
こ
と

⑥
暴
力
団
員
で
な
い
こ
と

　

建
築
課　

☎
23

－

３
１
０
５

ロ
ビ
ー
コ
ン
サ
ー
ト

【
ギ
タ
ー
、
オ
カ
リ
ナ
】

●
日
時　

９
月
29
日
㈭　

12
時
20
分
〜

●
場
所　

市
役
所
本
館
１
階
ロ
ビ
ー

●
出
演　

萩
原　

博

　

 

文
化
振
興
財
団　

　
　

☎
23

－

７
１
４
０

山
之
口
麓
文
弥
節
人
形
浄
瑠

璃
定
期
公
演

●
日
時　

９
月
18
日
㈰　

14
時
〜

●
場
所　

山
之
口
麓
文
弥
節
人
形
浄
瑠
璃

資
料
館
（
人
形
の
館
）

●
演
目　

娘
手
踊
り
、
門
出
八
嶋
（
出

陣
の
段
、
八
嶋
合
戦
の
段
）、
間あ
い

狂
言  

「
東

ひ
が
し
だ
け
の
し
し
が
り

岳
猪
狩
」

　

山
之
口
麓
文
弥
節
人
形
浄
瑠
璃
資
料

館　

☎
57

－

５
２
９
５

図
書
館
読
み
聞
か
せ
会

【
都
城
市
立
図
書
館
】

お
は
な
し
の
部
屋
「
そ
ら
ま
め
」

●
日
時　

９
月
29
日
㈭　

11
時
〜

本
と
お
は
な
し
の
会

●
日
時　

10
月
８
日
㈯　

14
時
30
分
〜

●
内
容　

イ
ソ
ッ
プ
物
語
ほ
か

　

市
立
図
書
館　

☎
22

－

０
２
３
９

【
高
城
図
書
館
】

お
は
な
し
ト
ン
ト
ン

●
日
時　

９
月
17
日
㈯　

11
時
〜

え
ほ
ん
侍
、
参
上
！

●
日
時　

10
月
８
日
㈯　

11
時
〜

　

高
城
図
書
館　

☎
58

－

４
２
２
４

都
北
地
区
学
校
創
意
工
夫
工
作
展

●
日
時　

９
月
17
日
㈯
〜
19
日
㈪

　
　
　
　

９
時
30
分
〜
17
時

●
場
所　

ウ
エ
ル
ネ
ス
交
流
プ
ラ
ザ

　

都
城
発
明
協
会
事
務
局

　
　

☎
23

－

２
７
５
３

た
ち
ば
な
天
文
台
開
館
25
周
年
記
念
特
別
企
画

記
念
講
演
会
と
ト
ー
ク
シ
ョ
ー

　

国
立
天
文
台
副
台
長
や
小
惑
星
探
査
機

「
は
や
ぶ
さ
」
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
マ
ネ
ー

ジ
ャ
ー
を
招
き
、講
演
会
を
開
催
し
ま
す
。

●
日
時　

10
月
２
日
㈰　

12
時
30
分
〜

●
場
所　

高
崎
福
祉
保
健
セ
ン
タ
ー

●
定
員　

５
０
０
人　

※
申
し
込
み
順

　

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
ま
た
は
電
話
で
た

ち
ば
な
天
文
台　

☎
62

－

４
９
３
６

社
会
福
祉
功
労
者
等
表
彰
式
と

赤
い
羽
根
共
同
募
金
出
発
式

●
日
時　

10
月
1
日
㈯

　
　
　
　

13
時
30
分
〜
16
時

●
場
所　

ウ
エ
ル
ネ
ス
交
流
プ
ラ
ザ

　

福
祉
課　

☎
23

－

２
９
８
０

芸
術
文
化
協
会
加
盟
団
体
イ
ベ
ン
ト

【
劇
団
民
藝
公
演「
バ
ウ
ン
テ
ィ
フ
ル
へ
の
旅
」】

●
日
時　

10
月
９
日
㈰　

18
時
30
分
〜

●
場
所　

総
合
文
化
ホ
ー
ル

※
会
員
制
。
当
日
入
会
可

　

都
城
市
民
劇
場
（
三
田
）

　
　

☎
21

－

８
０
８
２

【
盆
地
の
音
楽
家
シ
リ
ー
ズ
〜
ソ
プ
ラ
ノ

三
色
コ
ン
サ
ー
ト
〜
】

●
日
時　

10
月
16
日
㈰　

14
時
〜

●
場
所　

総
合
文
化
ホ
ー
ル

●
入
場
料　

一
般　

１
５
０
０
円
、

　
　
　
　
　

高
校
生
以
下　

５
０
０
円

　

都
城
音
楽
協
会
（
田
口
）

☎
０
９
０

－

２
５
０
４

－

５
８
５
８
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毎月第３日曜日は「家庭の日」

Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
イ
ベ
ン
ト
情
報

【
青
空
ヨ
ガ
教
室
】

●
日
時　

９
月
11
日
㈰　

７
時
〜
８
時

●
場
所　

神
柱
公
園

※ 

雨
天
時
は
森
林
総
合
セ
ン
タ
ー（
早
鈴
町
）

●
費
用　

５
０
０
円

※ 

申
し
込
み
不
要
。
ヨ
ガ
マ
ッ
ト
ま
た
は

バ
ス
タ
オ
ル
を
持
参

【
ベ
ビ
ー
マ
ッ
サ
ー
ジ
で
ス
キ
ン
シ
ッ
プ
】

●
日
時　

９
月
21
日
㈬　

14
時
〜
15
時

●
場
所　

宮
丸
こ
ど
も
園

●
費
用　

５
０
０
円

※ 

要
申
し
込
み
。
飲
み
物
を
持
参

　

シ
ャ
ク
テ
ィ
ー
（
福
元
）

☎
０
９
０

－

２
５
１
９

－

６
２
８
２

【
児
童
館
で
キ
ャ
ン
プ
を
し
よ
う
！
】

●
日
時　

９
月
17
日
㈯
・
18
日
㈰

　
　
　
　

17
日
の
17
時
30
分
集
合

●
場
所　

梅
北
児
童
館

●
費
用　

５
０
０
円

●
定
員　

10
人　

※
要
申
し
込
み

子
育
て
ネ
ッ
ト
お
ひ
さ
ま
と
は
ら

っ
ぱ　

☎
39

－

５
８
６
６

【
婚
活
支
援　

バ
ー
ベ
キ
ュ
ー
パ
ー
テ
ィ
ー
】

●
日
時　

９
月
18
日
㈰　

13
時
〜
17
時

●
場
所　

観
音
池
公
園

●
費
用　

１
５
０
０
円　

※
要
申
し
込
み

●
対
象　

45
歳
以
下
の
未
婚
の
男
女

【
子
ど
も
の
婚
活　

親
の
相
談
会（
無
料
）】

●
日
時　

９
月
25
日
㈰　

14
時
〜

●
場
所　

ウ
エ
ル
ネ
ス
交
流
プ
ラ
ザ

※
要
申
し
込
み

　

婚
活
支
援
良
縁
ど
っ
と
混
む（
黒
木
）

☎
０
７
０

－

５
５
３
０

－

７
９
６
４

離
乳
食
教
室
（
無
料
）

●
日
時　

９
月
30
日
㈮

　
　
　
　

９
時
30
分
〜
12
時

●
場
所　

市
民
健
康
セ
ン
タ
ー
（
市
役
所

地
下
１
階
）

●
持
参
す
る
も
の　

母
子
健
康
手
帳
、
エ

プ
ロ
ン
な
ど　

※
要
申
し
込
み

　

こ
ど
も
課　

☎
23

－

２
６
８
４

健
康
ラ
イ
フ
教
室
（
無
料
）

●
日
時　

10
月
6
日
㈭

　
　
　
　

13
時
30
分
〜
15
時

●
場
所　

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー

●
定
員　

50
人　

※
要
申
し
込
み

●
内
容　

医
師
に
よ
る
糖
尿
病
予
防
の
講
話

　

健
康
課　

☎
23

－

２
７
６
５

ス
テ
ッ
プ
運
動
教
室
（
無
料
）

●
日
時　

９
月
28
日
㈬　

　
　
　
　

13
時
30
分
〜
15
時
30
分

●
場
所　

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー

●
対
象　

40
歳
以
上
の
市
民

※ 

通
院
・
治
療
中
の
人
は
、
主
治
医
に
相

談
し
、
参
加
く
だ
さ
い

●
定
員　

40
人　

※
申
し
込
み
順

●
持
参
す
る
も
の　

運
動
の
し
や
す
い
服

装
、
運
動
靴
、
飲
み
物

　

健
康
課　

☎
23

－

２
７
６
５

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー

指
定
管
理
者
自
主
事
業

　

申
し
込
み
多
数
の
場
合
は
、
抽
選
。

●
場
所　

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー

●
教
室
名
・
日
時
・
定
員
・
費
用
・
締
め
切
り

手
ご
ね
パ
ン
教
室
（
全
２
回
）

９
／
29
㈭
、
10
／
２
㈰　

10
時
〜
13
時

各
10
人　

１
回
８
０
０
円

締
め
切
り:

９
／
23
㈮

※ 

エ
プ
ロ
ン
、
三
角
巾
、
タ
オ
ル
、
持
ち

帰
り
用
バ
ッ
グ
を
持
参

　

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー

　
　
　

☎
23

－

２
０
０
１

き
ら
り
ネ
ッ
ト
都
城
主
催

【
き
ら
り
楽
習
教
室
】

　

７
人
以
上
で
開
催
。
参
加
希
望
者
多
数

の
場
合
は
抽
選
。冷
暖
房
費
は
別
途
必
要
。

●
締
め
切
り　

９
月
26
日
㈪

●
教
室
名
・
日
時
・
場
所
・
費
用

初
め
て
の
パ
ソ
コ
ン
（
全
21
回
）

10
／
４
㈫
〜
３
／
14
㈫
の
毎
週
火
曜
日

９
時
10
分
〜
10
時
10
分　

市
場
の
駅

１
万
２
４
５
０
円

※
ノ
ー
ト
パ
ソ
コ
ン
を
持
参

ゆ
っ
く
り
パ
ソ
コ
ン
（
Ｗ
ｏ
ｒ
ｄ
入
門
）

（
全
20
回
）

10
／
７
㈮
〜
３
／
10
㈮
の
毎
週
金
曜
日

９
時
〜
10
時　

沖
水
地
区
公
民
館

１
万
１
９
０
０
円　

※
ノ
ー
ト
パ
ソ
コ
ン
を
持
参

英
会
話
入
門
（
全
20
回
）

10
／
７
㈮
〜
３
／
10
㈮
の
毎
週
金
曜
日

10
時
〜
11
時
20
分　

沖
水
地
区
公
民
館

１
万
４
３
０
０
円

　

き
ら
り
ネ
ッ
ト
都
城

　
　
　

☎
23

－

４
０
８
０
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パ
ン
作
り
体
験
教
室

●
日
時
・
内
容

９
／
28
㈬　

10
時
〜
13
時
30
分

り
ん
ご
の
パ
ン
、
け
し
の
実
パ
ン

●
場
所　

高
城
地
域
交
流
セ
ン
タ
ー

「
ベ
ー
カ
リ
ー
キ
ッ
チ
ンSAKU

RA

」

●
定
員　

12
人

●
費
用
　
２
５
０
０
円

※ 

材
料
費
、
軽
食
、
飲
み
物
代
含
む
。　

エ
プ
ロ
ン
を
持
参

　

高
城
地
域
交
流
セ
ン
タ
ー

「
ベ
ー
カ
リ
ー
キ
ッ
チ
ンSAKU

RA
」

☎
58

－

２
０
８
８

親
子
パ
ン
作
り
教
室

●
日
時　

９
月
17
日
㈯　

11
時
〜
13
時

●
場
所　

高
城
地
域
交
流
セ
ン
タ
ー

「
ベ
ー
カ
リ
ー
キ
ッ
チ
ンSAKU

RA

」

●
定
員　

６
組
（
６
歳
以
上
）

●
費
用　

１
組
２
千
円

※
材
料
費
含
む
。
エ
プ
ロ
ン
持
参

　

高
城
地
域
交
流
セ
ン
タ
ー

「
ベ
ー
カ
リ
ー
キ
ッ
チ
ンSAKU

RA

」

☎
58

－

２
０
８
８

認
知
症
家
族
支
援
プ
ロ
グ
ラ
ム
（
無
料
）

　

認
知
症
の
人
に
対
す
る
理
解
を
深
め
、

認
知
症
の
人
を
介
護
し
て
い
る
家
族
同
士

で
交
流
し
ま
す
。

●
日
時　

９
月
14
日
㈬　

13
時
〜
15
時

●
場
所　

高
城
老
人
福
祉
館

●
内
容　

症
状
の
理
解
と
そ
の
対
応

　

社
会
福
祉
協
議
会

　
　
　

☎
25

－

２
１
２
３

審
判
員
講
習
会
（
無
料
）

●
日
時

（
講
義
）
10
月
８
日
㈯　

16
時
30
分
〜

（
実
技
）
10
月
９
日
㈰　

８
時
〜

●
場
所　

都
城
運
動
公
園
陸
上
競
技
場

●
そ
の
他　

登
録
料
3
千
円
が
必
要

　

９
月
24
日
㈯
ま
で
に
市
陸
上
競
技

協
会
事
務
局　

☎
26

－

４
５
１
０
（
18
時

以
降
）

こ
こ
ろ
の
健
康
づ
く
り
講
演
会（
無
料
）

●
日
時　

10
月
８
日
㈯　

14
時
〜
16
時

●
場
所　

都
城
保
健
所

●
定
員　

70
人　

※
申
し
込
み
順

●
内
容　

ギ
ャ
ン
ブ
ル
依
存
症
に
つ
い
て

　

９
月
30
日
㈮
ま
で
に
都
城
保
健
所

　
　
　

☎
23

－

４
５
０
４

ビ
ル
清
掃
ス
タ
ッ
フ
講
習
・
全
８
回（
無
料
）

●
期
間　

10
月
12
日
㈬
〜
21
日
㈮

※
土
・
日
曜
日
を
除
く

●
場
所　

南
九
州
大
学
都
城
キ
ャ
ン
パ
ス

●
対
象
・
定
員　

55
歳
以
上
で
ハ
ロ
ー
ワ

ー
ク
に
登
録
し
て
い
る
人
・
10
人

９
月
28
日
㈬
ま
で
に
県
シ
ル
バ
ー

人
材
セ
ン
タ
ー
連
合
会

☎
０
９
８
５

－

31

－

３
７
７
５

市
民
の
た
め
の
健
康
講
座（
無
料
）

●
日
時　

９
月
29
日
㈭　

14
時
〜
15
時

●
場
所　

都
城
医
療
セ
ン
タ
ー

●
定
員　

80
人　

※
申
し
込
み
不
要

●
内
容　

炎
症
性
腸
疾
患
に
つ
い
て

　

国
立
病
院
機
構
都
城
医
療
セ
ン
タ
ー

　
　

☎
23

－

４
１
１
１

 　消費者へ安心安全な野
菜を届けるため、無・減
農薬栽培に取り組んでい
ます。露地栽培のため、
天候に左右されずに安定
した収入を得ることが課

題でした。そこで、４年ほど前から専門機関に
相談しながら、加工品の開発など６次産業化の
取り組みを開始。平成 25年に「ゆず生姜ジン
ジャーシロップ」が完成し、現在「道の駅」都
城で販売しています。
ショウガは、血行を良
くして体を温める効能
があるため、冷え性に
困っている人にもお薦
めですよ。

㈱アモス八
はっ

反
たん

（大岩田町）

壽
すやま

山　幸
ゆきお

男さん

6次化だより
６次産業化に取り組む事業
者の声を紹介します。
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毎月第３日曜日は「家庭の日」

都
城
地
域
高
等
職
業
訓
練
校

●
科
目
・
日
時
・
開
講
日
・
費
用

洋
裁
科
（
６
カ
月
）

隔
週
土
曜
日　

9
時
〜
13
時

10
／
８
㈯　

２
万
円

手
編
科
（
１
年
）

毎
週
火
曜
日　

10
時
〜
15
時

10
／
４
㈫　

５
万
円

着
付
科
（
3
カ
月
）

毎
週
木
曜
日

①
10
時
〜　

②
13
時
〜　

③
19
時
〜

10
／
６
㈭　

１
万
１
０
０
０
円

フ
ラ
ワ
ー
ア
レ
ン
ジ
メ
ン
ト
科
（
６
カ
月
）

隔
週
金
曜
日　

９
時
〜
12
時

10
／
７
㈮　

２
万
１
０
０
０
円

隔
週
土
曜
日　

９
時
〜
12
時

10
／
８
㈯　

２
万
１
０
０
０
円

※
初
め
て
の
ワ
ー
ド
・
エ
ク
セ
ル
基
礎
（
３
カ
月
）

毎
週
火
・
金
曜
日　

19
時
〜
21
時

10
／
４
㈫　

３
万
６
千
円

※
ワ
ー
ド
・
エ
ク
セ
ル
中
級
（
３
カ
月
）

毎
週
月
・
木
曜
日　

19
時
〜
21
時

10
／
３
㈪　

３
万
６
千
円

※ 

は
じ
め
て
の
ワ
ー
ド
・
エ
ク
セ
ル
土
曜
コ

ー
ス
（
５
カ
月
）

毎
週
土
曜
日　

10
時
〜
12
時

10
／
１
㈯　

３
万
６
千
円

Ｃ
Ａ
Ｄ
建
築
科
（
４
カ
月
）

毎
週
月
・
金
曜
日　

19
時
〜
21
時

10
／
３
㈪　

４
万
７
千
円

※
は
５
人
に
満
た
な
い
場
合
、
中
止

　

都
城
地
域
高
等
職
業
訓
練
校

　
　
　

☎
23

－

２
３
１
６

飼
い
主
の
責
任

　

飼
い
主
は
、
ペ
ッ
ト
が
健
康
で
快
適

に
暮
ら
せ
る
よ
う
配
慮
し
、
近
隣
に
迷

惑
を
か
け
な
い
よ
う
管
理
す
る
責
任
が

あ
り
ま
す
。

　

ペ
ッ
ト
の
放
し
飼
い
や
鳴
き
声
、ふ

ん
の
始
末
に
つ
い
て
の
苦
情
が
後
を
絶

ち
ま
せ
ん
。ペ
ッ
ト
の
飼
い
主
と
し
て
、

次
の
ル
ー
ル
や
マ
ナ
ー
を
守
り
ま
し
ょ

う
。

① 

最
後
ま
で
愛
情
と
責
任
を
持
っ
て
飼

う
②
放
し
飼
い
を
し
な
い

③
ふ
ん
尿
の
後
始
末
を
す
る

④ 

不
妊
・
去
勢
手
術

を
受
け
さ
せ
る

⑤ 

適
切
に
健
康
管
理

を
す
る

⑥ 

迷
子
札
な
ど
を
付

け
る

⑦
し
つ
け
を
す
る

愛
護
と
管
理
を
お
願
い
し
ま
す

ペ
ッ
ト
は
大
切
な
一
つ
の
命飼

い
犬
の
登
録
と
狂
犬
病
予
防
注
射

　
「
狂
犬
病
」
は
、
感
染
す
る
と
死
に

至
る
恐
ろ
し
い
病
気
で
す
。そ
の
た
め
、

犬
を
飼
う
に
は
、
生
涯
に
一
回
の
登
録

と
毎
年
一
回
の
狂
犬
病
予
防
注
射
の
接

種
が
義
務
付
け
ら
れ
て
い
ま
す
。

飼
い
犬
の
登
録

　

環
境
政
策
課
ま
た
は
各
総
合
支
所
市

民
生
活
課
で
受
け
付
け
て
い
ま
す
。

※
１
頭
に
つ
き
３
千
円

狂
犬
病
予
防
注
射

　

狂
犬
病
予
防
注
射
が
済
ん
で
い
な
い

場
合
は
、
最
寄
り
の
動
物
病
院
で
接
種

を
受
け
て
く
だ
さ
い
。

※
１
頭
に
つ
き
３
千
円
（
県
内
）

み
や
ざ
き
ド
ッ
グ
愛
ラ
ン
ド

http://dog.pref.m
iyazaki.lg.jp/

　

保
護
し
た
犬
猫
や
、
譲
渡
し
た
い

犬
猫
の
情
報
を
掲
載
し
て
い
ま
す
。

　

動
物
を
飼
う
こ
と
は
、
日
々
の
生
活
に
安
ら
ぎ
を
与
え
て
く
れ
ま
す
が
、
飼
い

主
は
、
そ
の
一
生
に
責
任
を
持
た
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
ル
ー
ル
と
マ
ナ
ー
を

守
り
、ペ
ッ
ト
が
健
康
で
快
適
に
暮
ら
せ
る
よ
う
、責
任
を
持
っ
て
養
い
ま
し
ょ
う
。

◎
問
い
合
わ
せ　

環
境
政
策
課　

☎
23

－

２
１
３
０

都
城
保
健
所　

☎
23

－

４
５
０
４
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INFORMATION 申は申し込み、問は問い合わせの略です

市
民
フ
ォ
ー
ラ
ム
「
命
の
大
切
さ

〜
が
ん
検
診
の
す
す
め
〜
」（
無
料
）

●
日
時　

９
月
17
日
㈯　

　
　
　
　

12
時
30
分
〜
16
時

●
場
所　

ウ
エ
ル
ネ
ス
交
流
プ
ラ
ザ

●
定
員　

３
０
０
人　

※
申
し
込
み
不
要

●
内
容　

健
康
相
談
（
12
時
30
分
〜
13
時

30
分
）、
東
京
医
科
歯
科
大
学　

坂
下
千

瑞
子
助
教
に
よ
る
特
別
講
演
な
ど

　

国
立
病
院
機
構
都
城
医
療
セ
ン
タ
ー

　
　

☎
23

－

４
１
１
１

一
日
中
小
企
業
相
談
会

●
日
時　

９
月
13
日
㈫　

13
時
〜
15
時

●
場
所　

都
城
商
工
会
館
２
階

●
内
容　

経
営
や
融
資
な
ど
の
相
談

　

商
工
政
策
課　

☎
23

－

２
９
８
３

交
通
事
故
相
談
（
無
料
）

●
日
時　

月
・
火
・
木
・
金
曜
日

　
　
　
　

９
時
〜
16
時

●
場
所　

交
通
事
故
相
談
室

　
　
　
　
（
市
役
所
本
館
２
階
）

●
相
談
専
用
電
話　

☎
23

－

０
９
４
４

教
育
相
談
専
用
ダ
イ
ヤ
ル
（
無
料
）

●
電
話
・
面
接
相
談

毎
週
月
〜
金
曜
日　

９
時
〜
16
時
30
分

●
場
所　

教
育
相
談
室

　
　
　
　
（
市
役
所
八
幡
町
別
館
）

●
相
談
専
用
電
話　

☎
46

－

２
０
８
８

女
性
相
談
員
や
女
性
弁
護
士
に
よ
る

女
性
総
合
相
談
（
無
料
）

①
電
話
・
面
接
相
談

毎
週
月
〜
金
曜
日　

10
時
〜
16
時

※
面
談
の
場
合
は
要
予
約

②
こ
こ
ろ
の
相
談
（
要
予
約
）

９
月
20
日
㈫　

14
時
〜
16
時

③
法
律
相
談
（
要
予
約
）

９
月
27
日
㈫　

13
時
〜
16
時

●
場
所　

男
女
共
同
参
画
セ
ン
タ
ー

　
　
　
　
（
市
役
所
本
館
２
階
）

●
相
談
時
間　

①
、
②
は
１
時
間
程
度
、

③
は
30
分
程
度

●
相
談
専
用
電
話　

☎
23

－

７
１
５
７

Ｄ
Ｖ
被
害
者
の
電
話
相
談

女
性
ホ
ッ
ト
ラ
イ
ン
・
く
す
の
き
（
無
料
）

●
電
話
相
談　

☎
36

－

０
７
４
０

（
毎
週
土
曜
日　

14
時
〜
16
時
）

女
性
専
門
・
不
妊
専
門
・
妊
娠

総
合
相
談
（
無
料
）

●
場
所　

都
城
保
健
所

【
女
性
専
門
相
談
「
ス
マ
イ
ル
」】

健
康
問
題
に
関
す
る
相
談

●
日
時　

毎
週
木
曜
日

　
　
　
　

９
時
30
分
〜
15
時
30
分

【
不
妊
専
門
相
談
「
ウ
イ
ン
グ
」】

●
日
時　

第
２
・
４
金
曜
日

　
　
　
　

９
時
30
分
〜
15
時
30
分

●
専
用
電
話

☎
０
９
０

－

８
９
１
２

－

５
３
３
１

※
面
談
の
場
合
は
要
予
約

【
妊
娠
総
合
相
談
】

思
い
が
け
な
い
妊
娠
な
ど
、
総
合
的
な
妊

娠
相
談

●
日
時　

月
〜
金
曜
日

　
　
　
　

９
時
30
分
〜
15
時
30
分

　
　
　
　

☎
23

－

４
５
０
４

　多重債務とは、支払い能力以上に借金し、
その返済のために複数の金融業者から借金
を重ねて、支払いが困難になった状態を言
います。借金を繰り返しても、根本的な解
決にはなりません。また、言葉巧みに勧誘
してくる闇金融に手を出すと、さらに借金
を増やすことになります。
　消費生活センターでは、弁護士による無
料法律相談を毎月行っています。客観的に
自分の債務状態を把握するため、１人で悩
まず、消費生活センターへ相談ください。
●電話・面接相談
　毎週月～金曜日　９時～ 16時
●弁護士法律相談（要予約）
　9月 16日㈮　13時～ 16時
●場所　消費生活センター（市役所本館２階）
●相談時間　30分程度
　消費生活センター　☎ 23-7154

多重債務で困ったら
1人で悩まず消費生活センターへ
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毎月第３日曜日は「家庭の日」

一
人
で
悩
ま
な
い
で
相
談
し
て
み
ま
せ
ん
か

こ
こ
ろ
の
相
談
電
話

【
こ
こ
ろ
の
電
話（
精
神
保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー
）】

●
日
時　

月
〜
金
曜
日　

９
時
〜
19
時

☎
０
９
８
５

－

32

－

５
５
６
６

【
都
城
保
健
所
】

●
日
時

月
〜
金
曜
日　

８
時
30
分
〜
17
時

☎
23

－

４
５
０
４

【
福
祉
課
】

●
日
時

月
〜
金
曜
日　

８
時
30
分
〜
17
時

☎
23

－

２
９
８
０

ラ
イ
フ
サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー
み
や
こ
の
じ
ょ
う

暮
ら
し
な
ん
で
も
相
談
（
無
料
）

●
場
所　

都
北
労
働
福
祉
会
館

　
　
　
　
（
北
原
町
４
街
区
４
号
）

●
電
話
・
面
接
相
談

毎
週
月
〜
金
曜
日　

10
時
〜
17
時

●
専
門
相
談

【
多
重
債
務
・
生
活
法
律
相
談
】

毎
週
火
曜
日　

13
時
〜
16
時

【
年
金
・
老
後
の
暮
ら
し
相
談
、
職
場
・

学
校
・
家
庭
で
の
悩
み
ご
と
相
談
】

毎
週
木
曜
日　

13
時
〜
16
時

※
専
門
相
談
は
要
予
約

●
相
談
専
用
電
話

☎
０
１
２
０

－

３
９
７

－

８
６
８

●
メ
ー
ル
で
の
相
談

tohoku@
m
iya-chuo.or.jp

個
人
住
民
税
の
特
別
徴
収

　

給
与
所
得
の
個
人
住
民
税
の
特
別

徴
収
は
、
事
業
主
が
従
業
員
に
対
し

て
毎
月
支
払
う
給
与
か
ら
市
町
村
民

税
と
、
県
民
税
を
天
引
き
し
て
納
入

す
る
制
度
で
す
。
地
方
税
法
と
市
町

村
の
条
例
で
定
め
ら
れ
て
い
て
、
県

内
外
の
多
く
の
市
町
村
で
も
、
実
施

し
て
い
ま
す
。

特
別
徴
収
義
務
者
の
一
斉
指
定

　

特
別
徴
収
の
義
務
者
は
、
給
与
支

払
い
者
で
あ
る
事
業
主
の
皆
さ
ん
で

す
。
市
で
は
、
会
社
な
ど
で
働
く
皆

さ
ん
に
公
平
に
納
税
し
て
い
た
だ
く

た
め
、
市
内
全
て
の
事
業
主
を
特
別

徴
収
義
務
者
に
指
定
。
全
て
の
従
業

員
に
対
し
、
特
別
徴
収
を
行
う
義
務

が
発
生
し
ま
す
。

特
別
徴
収
に
よ
る
納
税
の
流
れ

　

毎
年
５
月
末
ま
で
に
「
特
別
徴
収
税

額
決
定
通
知
書
」
で
税
額
を
通
知
。
毎

月
の
給
与
か
ら
天
引
き
し
、
翌
月
の
10

日
ま
で
に
各
従
業
員
の
住
所
地
の
市
町

村
へ
納
入
く
だ
さ
い
。

※ 

税
額
は
、
前
年
の
所
得
な
ど
を
基
に

各
市
町
村
が
算
出
し
ま
す

特
別
徴
収
の
メ
リ
ッ
ト

　

特
別
徴
収
は
、
職
場
で
働
く
全
て
の

皆
さ
ん
に
と
っ
て
、
次
の
メ
リ
ッ
ト
が

あ
り
ま
す
。

・ 

毎
月
の
給
与
か
ら
天
引
き
さ
れ
る
た

め
、
納
め
忘
れ
が
あ
り
ま
せ
ん

・ 
納
税
す
る
際
に
、
金
融
機
関
な
ど
に

出
向
く
手
間
が
省
け
ま
す

・ 

一
年
分
の
税
額
を
12
回
に
分
け
る
こ

と
で
、
一
回
当
た
り
の
負
担
が
少
な

く
な
り
ま
す

市
内
の
事
業
主
の
皆
さ
ん
を

特
別
徴
収
義
務
者
に
一
斉
指
定
し
ま
す

よ
く
あ
る
質
問

Ｑ 

従
業
員
は
家
族
の
み
で
す
。
特
別

徴
収
は
し
な
く
て
も
い
い
で
す
か

Ａ 

家
族
で
あ
っ
て
も
、
特
別
徴
収
を

行
う
必
要
が
あ
り
ま
す
。た
だ
し
、

白
色
申
告
者
で
専
従
者
控
除
を
受

け
て
い
る
場
合
や
、
常
時
２
人
以

下
の
家
事
使
用
人
の
み
に
給
与
を

支
払
う
場
合
は
必
要
あ
り
ま
せ
ん

Ｑ 

ア
ル
バ
イ
ト
も
特
別
徴
収
の
対
象

に
な
り
ま
す
か

Ａ 

ア
ル
バ
イ
ト
の
ほ
か
パ
ー
ト
、
役

員
な
ど
、
全
て
の
納
税
義
務
者
が

特
別
徴
収
の
対
象
で
す

Ｑ 

従
業
員
が
少
な
い
場
合
で
も
、
特

別
徴
収
を
し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ

ん
か

Ａ 

特
別
徴
収
の
義
務
が
あ
り
ま
す
。

た
だ
し
、
従
業
員
が
常
時
10
人
未

満
の
場
合
は
、
申
請
し
、
承
認
を

受
け
る
こ
と
で
年
間
12
回
の
納
期

を
２
回
に
す
る
「
納
期
の
特
例
」

を
利
用
で
き
ま
す

※ 

よ
り
詳
し
い
内

容
は
、
市
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
で
確

認
く
だ
さ
い

　

市
で
は
、
個
人
住
民
税
（
市
民
税
・
県
民
税
）
を
給
与
か
ら
天
引
き
に
納
入

す
る
特
別
徴
収
を
推
進
す
る
た
め
、
市
内
全
て
の
事
業
主
の
皆
さ
ん
を
、
特
別

徴
収
義
務
者
に
指
定
し
ま
す
。
事
業
主
と
従
業
員
の
皆
さ
ん
の
理
解
と
協
力
を

お
願
い
し
ま
す
。 

◎
問
い
合
わ
せ　

市
民
税
課　

☎
23

－

２
１
２
３

広報 都城 平成28年９月号　20



INFORMATION 申は申し込み、問は問い合わせの略です

子育て支援センター行事予定
◆都城市地域子育て支援センター ☎22-1659

９/12㈪
13時30分～

赤ちゃんパーク・集いの日「わらべ歌・
絵本の読み聞かせ、誕生会など」
場所：総合社会福祉センター
対象：０・１歳の親子

９/21㈬
10時～

マタニティの会「スタイ作り」
対象：妊婦　※要申し込み

９/26㈪
10時～

とんとんクラブ「親子でおやつ作り」
対象：２歳以上の親子

10/ ３㈪
10時～

ふたごの会「ふたご以上の親子・妊婦
の集い、身体測定など」
対象：ふたご以上の親子・妊婦

◆山之口地域子育て支援センター ☎57-3298 

９/20㈫
10時～

マタニティ class「プチプチ」
「おもちゃ作り」　 材料費：300円　
※要申し込み。裁縫セットを持参

９/21㈬
10時～

発達・療育・遊びの日「ぐんぐん」
「子育ての悩みや発達の不安を話そう」

９/23㈮
10時30分～

出前保育「ぽっかぽか」
「体育館で思いきり体を動かして遊ぼう!」
場所：下富吉体育館　

９/27㈫
10時30分～

高齢者施設慰問「はっぴい」
「おじいちゃん・おばあちゃんと触れ合おう」
場所：花てまり（山之口町花木）

◆山田地域子育て支援センター ☎64-3171
９/15㈭
10時30分～

３B体操「親子で体を動かそう!」
定員：15組　※要申し込み

９/28㈬
10時30分～

親子レクリエーション＆誕生会
「運動用具で遊ぼう」　
定員：15組　※要申し込み

10/14㈮
10時～ 13時

バスハイク「公園で一緒に遊ぼう」
定員：15組　※要申し込み

◆東部地域子育て支援センター　エンゼル ☎26-9587
９/16㈮
10時30分～

あっこ先生のことばのへや
「言語聴覚士によることばの相談会」

９/21㈬
10時30分～

なかよしちび組「身体計測、陶芸」
※陶芸は20組限定、要申し込み（無料）

９/26㈪
10時30分～

子育てカフェ「南九州大学の先生を招
いた子育て相談会」

10/ １㈯
10時～

なかよしちび組「ミニミニ運動会」
※着替え、飲み物を持参

10/ ５㈬
10時30分～

エンゼルおたすけ隊
「タッパーウエアで作る離乳食」
定員：10組　※要申し込み（無料）

10/ ８㈯
10時30分～

かぞくといっしょ「藍染め体験」　
定員：10組　※要申し込み（無料）

◆高崎地域子育て支援センター　たんぽぽ ☎62-0027
９/21㈬
11時～

エコマザーと遊ぼう「紙芝居やペープ
サート（紙人形劇）でエコの話を聞こう」

９/27㈫
10時～

調理実習「簡単に作れる楽しいおやつ」
※要申し込み

10/ ４㈫
10時30分～

楽しい旗作り「子育て支援センターの
運動会に向けて旗を作ろう」

10/ ７㈮
10時30分～ みんなで芋ほり

厚
生
労
働
省
・
宮
崎
県
委
託
事
業

若
者
就
職
支
援
（
無
料
）

●
対
象　

就
職
を
目
指
す
15
歳
〜
39
歳
の

無
職
の
人
と
そ
の
家
族

●
時
間　

10
時
〜
17
時

※
土
・
日
曜
日
、祝
日
、年
末
年
始
を
除
く

●
場
所　

み
や
ざ
き
県
南
若
者
サ
ポ
ー
ト

ス
テ
ー
シ
ョ
ン
（
東
町
４
街
区
30
号
）

　

み
や
ざ
き
県
南
若
者
サ
ポ
ー
ト
ス
テ

ー
シ
ョ
ン　

☎
36

－

６
５
１
０

こ
こ
ろ
の
健
康
相
談
（
無
料
）

　

精
神
科
の
医
師
が
相
談
に
応
じ
ま
す
。

●
日
時　

９
月
15
日
㈭

　
　
　
　

13
時
30
分
〜
16
時

※
事
前
の
予
約
が
必
要

●
場
所　

都
城
保
健
所

　

都
城
保
健
所　

☎
23

－

４
５
０
４

ウ
オ
ー
キ
ン
グ
用
駐
車
場

　

み
や
こ
の
じ
ょ
う
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
マ
ッ

プ
の
16
ペ
ー
ジ
、
沖
水
自
然
満
喫
Ｂ
コ
ー

ス
の
ス
タ
ー
ト
地
点
に
、
南
日
本
酪
農
協

同
株
式
会
社
の
協
力
に
よ
り
、
駐
車
場
を

設
置
し
ま
し
た
。案
内
看
板
を
よ
く
読
み
、

ル
ー
ル
を
守
っ
て
利
用
く
だ
さ
い
。

　

健
康
課　

☎
23

－

２
７
６
５

関
之
尾
緑
の
村
に
授
乳
室
を
設
置

　

関
之
尾
緑
の
村
で
は
、
新
た
に
授
乳
室

を
設
置
し
ま
し
た
。
年
間
を
通
し
て
（
年

末
年
始
を
除
く
）無
料
開
放
し
ま
す
の
で
、

気
軽
に
利
用
く
だ
さ
い
。

　

関
之
尾
緑
の
村　

☎
37

－

２
９
２
９

土
地
開
発
公
社
有
地
の
売
却

●
売
却
予
定
地
・
地
目
・
地
積
・
最
低
売
却
価
格

都
島
町
１
６
４
番
２　

外
１
筆

雑
種
地　

３
７
６
平
方
㍍　

４
０
３
万
円

●
入
札
日
時　

10
月
５
日
㈬

　
　
　
　
　
　

13
時
45
分
〜

●
入
札
場
所　

市
役
所
八
幡
町
別
館

●
入
札
参
加
資
格

① 

市
税
お
よ
び
消
費
税
な
ど
の
滞
納
が
な

い
こ
と

② 

購
入
者
（
法
人
の
場
合
は
、
役
員
な
ど

を
含
む
）
が
、暴
力
団
関
係
者
で
な
く
、

暴
力
団
関
係
者
と
関
係
が
な
い
こ
と

※ 

詳
し
く
は
、
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
確
認

く
だ
さ
い

　

９
月
28
日
㈬
ま
で
に
土
地
開
発
公

社　

☎
23

－

０
５
７
２

宝
く
じ
助
成
事
業

　

財
団
法
人
自
治
総
合
セ
ン
タ
ー
が
行
っ

て
い
る
宝
く
じ
の
社
会
貢
献
広
報
事
業

（
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
助
成
事
業
）
を
活
用
し

て
、
小
松
原
地
区
の
志
比
田
自
治
公
民
館

が
屋
外
放
送
設
備
を
整
備
し
ま
し
た
。

　

地
域
の
連
絡
が
素
早
く
広
範
囲
に
で
き

る
こ
と
か

ら
、
地
域
コ

ミ
ュ
ニ
テ
ィ

活
動
の
活
性

化
が
期
待
さ

れ
ま
す
。

　

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
課

　
　

☎
23

－

７
１
４
６
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毎月第３日曜日は「家庭の日」

医
師
の
過
酷
な
勤
務
実
態

　

都
城
夜
間
急
病
セ
ン
タ
ー
に
は
、
宮

崎
大
学
や
開
業
医
の
医
師
な
ど
が
交
代

で
勤
務
し
て
い
ま
す
。
し
か
し
、
大
学

医
局
員
数
の
減
少
や
医
師
の
高
齢
化
に

よ
り
、
当
直
で
き
る
人
数
に
余
裕
が
あ

り
ま
せ
ん
。
ま
た
当
直
医
師
は
、
翌
日

も
自
院
で
診
察
を
行
わ
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
た
め
、
非
常
に
過
酷
な
勤
務
を
強

い
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

そ
の
よ
う
な
中
、
緊
急
性
の
な
い
患

者
が
多
く
来
院
し
、
医
師
の
負
担
が
さ

ら
に
増
し
て
い
ま
す
。

で
き
る
処
置
は
応
急
処
置
の
み

　

都
城
夜
間
急
病
セ
ン
タ
ー
は
、
応
急

処
置
を
す
る
所
で
あ
り
、
夜
間
診
療
所

で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
薬
も
原
則
と
し
て

１
日
分
し
か
出
ま
せ
ん
。
専
門
医
が
診

療
す
る
体
制
で
は
あ
り
ま
せ
ん
の
で
、

後
日
昼
間
の
時
間
帯
に
か
か
り
つ
け

医
、
専
門
医
を
受
診
し
て
く
だ
さ
い
。

都
城
夜
間
急
病
セ
ン
タ
ー
の

適
正
利
用
を
お
願
い
し
ま
す電

話
相
談
も
利
用
く
だ
さ
い

　

夜
間
急
病
セ
ン
タ
ー
受
診
者
の
約
４

割
を
占
め
る
小
児
科
。
身
近
に
相
談
者

が
い
な
い
保
護
者
が
不
安
に
な
っ
て
駆

け
込
む
ケ
ー
ス
や
、
日
中
に
受
診
で
き

る
に
も
か
か
わ
ら
ず
受
診
す
る
ケ
ー
ス

な
ど
が
考
え
ら
れ
ま
す
。

　

子
ど
も
の
夜
間
の
急
病
や
け
が
な
ど

で
困
っ
た
と
き
に
は
、
ま
ず
は
電
話
相

談
を
利
用
く
だ
さ
い
。

本
市
の
文
化
財

　

昭
和
24
年
1
月
、
法
隆
寺
金
堂
の
壁

画
の
大
半
が
焼
失
し
た
こ
と
を
き
っ
か

け
に
、
昭
和
25
年
5
月
文
化
財
保
護
法

が
公
布
さ
れ
ま
し
た
。

　

現
在
、
本
市
に
は
、
国
指
定
7
件
、

県
指
定
28
件
、
市
指
定
77
件
、
合
計

１
１
２
件
の
指
定
文
化
財
が
所
在
し
て

い
ま
す
。

企
画
展
の
見
ど
こ
ろ

　

今
回
の
企
画
展
で
は
、
都
城
歴
史
資

料
館
所
蔵
の
資
料
を
中
心
に
、
市
内
の

寺
社
な
ど
に
保
管
さ
れ
て
い
る
県
や
市

指
定
の
文
化
財
を
展
示
。
一
般
に
公
開

す
る
機
会
の
少
な
い
貴
重
な
文
化
財
も

展
示
し
ま
す
の
で
、
ぜ
ひ
、
こ
の
機
会

に
来
館
く
だ
さ
い
。

企
画
展
の
概
要

●
会
期　

９
月
９
日
㈮
〜
11
月
６
日
㈰

※ 

月
曜
日
休
館
（
月
曜
日
が
祝
日
の
場

合
は
そ
の
翌
日
）

都
城
歴
史
資
料
館
企
画
展

指
定
文
化
財
で
見
る
都
城
の
歴
史

－

次
世
代
に
引
き
継
ご
う
大
切
な
文
化
遺
産

－　

●
入
館
料

大
人
２
１
０
円
（
１
６
０
円
）

高
校
生
１
６
０
円
（
１
０
０
円
）

小
・
中
学
生
１
０
０
円
（
５
０
円
）

※
（　

）
は
20
人
以
上
の
団
体
料
金

主
な
展
示
資
料

本
田
文
書【
後
醍
醐
天
皇
綸り

ん
じ旨（
複
製
）】

（
県
指
定
有
形
文
化
財
）、
五
十
市
式
縄

文
土
器
、
重じ
ゅ
う
こ
も
ん
き
だ
い

弧
文
器
台
、
承

し
ょ
う
あ
ん安
五
年
銘

湖こ
し
ゅ
う
き
ょ
う

州
鏡
、
鬼
束
文
書
、
東つ

ま

霧
島
文
書
、

山
田
神
社
の
掛
軸
、諏す
わ
え
ん
ぎ
え
こ
と
ば

訪
縁
起
絵
詞（
以

上
は
市
指
定
有
形
文
化
財
）、
島
津
稲

荷
神
社
の

奉
納
面（
市

指
定
民
俗

有
形
文
化

財
）
な
ど

　

都
城
歴
史
資
料
館
や
寺
社
な
ど
が
所
蔵
す
る
、県
・
市
指
定
の
文
化
財
を
展
示
し
ま

す
。こ
の
機
会
に
、都
城
の
歴
史
や
遺
産
に
触
れ
、郷
土
へ
の
認
識
を
深
め
て
み
ま
せ
ん

か
。 

◎
問
い
合
わ
せ　

文
化
財
課　

☎
23

－

９
５
４
７

　

医
師
の
過
重
労
働
が
常
態
化
し
て
い
る
現
在
の
状
況
が
続
け
ば
、

救
急
医
療
を
担
う
医
師
の
確
保
は
ま
す
ま
す
難
し
く
な
り
、地
域
の
救
急
医
療
は
崩
壊

し
ま
す
。救
急
医
療
を
今
後
も「
守
り
」「
支
え
」「
継
続
」し
て
い
く
た
め
、夜
間
急
病
セ

ン
タ
ー
の
適
正
な
利
用
を
お
願
い
し
ま
す
。

◎
問
い
合
わ
せ　

健
康
課　

☎
23

－

２
７
６
５

宮
崎
県
小
児
救
急
医
療
電
話
相
談

　

小
児
科
医
の
支
援
体
制
の
下
、

看
護
師
が
相
談
に
応
じ
ま
す
。

※
無
料
。
通
話
料
は
利
用
者
負
担

●
利
用
時
間

19
時
〜
翌
朝
８
時
（
年
中
無
休
）

【
プ
ッ
シ
ュ
回
線
対
応
固
定
電
話
・

携
帯
電
話
】

☎
♯
８
０
０
０

【
ダ
イ
ヤ
ル
回
線
】

☎
０
９
８
５

－

35

－

８
８
５
５

島津義弘願文（東霧島神社文書）
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INFORMATION 申は申し込み、問は問い合わせの略です

休日急病診療機関
●診療時間　9：00 ～ 18：00
※歯科は17：00まで

◎みやざき医療ナビもご利用ください
　http://www.e-navi.pref.miyazaki.lg.jp

※ 診療機関は変更すること
があります。詳しくは、テ
レホンサービス（医師会は
☎23-5555、歯科医師会は
☎25-4100）で確認してく
ださい

みやざき医療ナビ

医療機関名 電話番号

９
月
18
日
㈰

冨田医院（内・小） 23-4586
藤元上町病院（内） 23-4000
しげひらクリニック（内） 27-5555
安藤胃腸科外科医院（消・外・内）39-2226
橘病院（整） 23-7236
丸田病院（産・婦） 23-7060
大岐歯科医院 24-6488

９
月
19
日
㈪

城南病院（小・内） 23-2844
ベテスダクリニック（内） 22-1700
田中隆内科 52-0301
仮屋外科胃腸科医院（外・胃・内・肛）25-7712
速見泌尿器科医院 24-8344
いわよし耳鼻咽喉科クリニック 36-5555
うえくぼ歯科医院 52-6601

９
月
22
日
㈭

畠中小児科医院 52-6000
鵜木循環器内科医院（循・内）26-0008
海老原内科 64-1211
柳田病院（脳・外） 22-4862
もちお蛯原医院（整・形） 21-5355
武田産婦人科医院（産・婦） 22-0336
片平歯科医院 25-9300

９
月
25
日
㈰

原田医院（内・小・外） 26-3330
村上循環器内科クリニック 25-2700
長倉医院（内） 52-2109
都北鮫島クリニック（胃・内・外）38-6060
飯田整形外科クリニック 46-5115
小山田眼科医院 22-0710
東歯科医院 52-6004

●休日当番薬局
月日 薬局名

９月18日㈰ サンエイ、ひまわり上町、みどり、
とよみつ、オレンジ、エイト

９月19日㈪ さくら、トロン、しびた、妻ケ丘、
いわよし

９月22日㈭ ひばり、さわやか、東町、もちお
さくら、サン蔵原

９月25日㈰ アート、そうごう三股仲町、ひむ
か、調剤日研、セイシェル

胃
が
ん
・
乳
が
ん
検
診

　

事
前
に
電
話
で
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

定
員
に
な
り
次
第
、
締
め
切
り
ま
す
。

【
胃
が
ん
検
診
】

●
対
象　

40
歳
以
上
の
市
民

●
日
程
・
場
所

10
／
６
㈭
横
市
地
区
公
民
館

10
／
７
㈮
高
城
生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー

10
／
11
㈫
妻
ケ
丘
地
区
公
民
館

10
／
13
㈭
小
松
原
地
区
公
民
館

10
／
19
㈬
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー

10
／
21
㈮
沖
水
地
区
公
民
館

●
受
付
時
間　

８
時
30
分
〜
11
時

●
検
診
料　

１
２
０
０
円

【
乳
が
ん
検
診
】

　

９
月
14
日
㈬
か
ら
受
け
付
け
ま
す
。

●
対
象　

40
歳
以
上
の
奇
数
年
生
ま
れ
の

女
性
（
昭
和
51
年
・
49
年･

・･

）

●
日
程
・
場
所

10
／
14
㈮
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー

10
／
28
㈮

●
受
付
時
間

午
前
の
部
：
９
時
〜
11
時
30
分

午
後
の
部
：
13
時
〜
15
時
30
分

●
検
診
料　

２
千
円

※ 

75
歳
以
上
の
人
は
保
険
証
、
生
活
保
護

世
帯
に
属
す
る
人
は
証
明
書
、
市
民
税

非
課
税
世
帯
に
属
す
る
人
は
市
が
発
行

す
る
各
種
検
診
自
己
負
担
金
免
除
通
知

書
を
提
示
す
れ
ば
、
検
診
料
を
免
除

　

健
康
課　

☎
23

－

２
７
６
５

宮
崎
県
屋
外
広
告
物
条
例

　

県
で
は
、
郷
土
の
美
し
い
自
然
や
ま
ち

並
み
を
守
る
た
め
、
看
板
や
貼
り
紙
な
ど

の
屋
外
広
告
物
に
関
す
る
条
例
を
定
め
て

い
ま
す
。
屋
外
広
告
物
を
出
す
と
き
は
原

則
と
し
て
許
可
が
必
要
で
、
設
置
が
で
き

な
い
場
所
も
あ
り
ま
す
。

　

詳
し
く
は
、
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

　

都
城
土
木
事
務
所
用
地
課

　
　

☎
23

－

５
８
５
３

都
城
市
長
選
挙
お
よ
び
都
城
市
議
会
議
員
補
欠
選
挙

立
候
補
届
出
説
明
会

●
日
時　

９
月
28
日
㈬

（
市
長
選
挙
）　

14
時
〜
17
時

（
市
議
会
議
員
補
欠
選
挙
）　

14
時
〜
16
時

●
場
所

市
役
所
南
別
館
４
階
第
１
会
議
室

●
そ
の
他　

告
示
日　

11
月
６
日
㈰

投
票
日　

11
月
13
日
㈰　

　

選
挙
管
理
委
員
会
事
務
局

　
　

☎
23

－

７
８
６
４

都
城
・
小
林
地
区

障
害
者
ふ
れ
あ
い
合
同
面
談
会

●
日
時　

10
月
７
日
㈮

　
　
　
　

13
時
30
分
〜
16
時

●
場
所　

ホ
テ
ル
中
山
荘

●
参
加
企
業　

25
社
程
度

●
準
備
す
る
も
の　

障
害
者
手
帳
な
ど
障

が
い
を
確
認
で
き
る
も
の
、
写
真
を
貼
っ

た
履
歴
書
と
そ
の
コ
ピ
ー
（
必
要
数
）

　

ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
都
城

　
　

☎
22

－

１
７
４
５

税
務
署
か
ら
の
お
知
ら
せ

　

税
務
署
で
は
、
相
談
の
内
容
に
よ
り
電

話
で
の
回
答
が
難
し
い
場
合
に
は
、
事
前

予
約
に
よ
る
相
談
を
受
け
付
け
て
い
ま

す
。
な
お
、
税
金
の
納
付
相
談
や
確
定
申

告
の
際
に
は
、予
約
は
必
要
あ
り
ま
せ
ん
。

　

都
城
税
務
署　

☎
22

－

４
３
７
７
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ぼ
ん
ち
く
ん
と

歴
史
探
検

｢

青せ
い
か花

磁じ

き器
瓶び

ん｣

図書館だより
※読み聞かせ会などの情報は、P15をご覧ください

◉問い合わせ
都城市立図書館 ☎ 22-0239
高城図書館 ☎ 58-4224

今月おすすめの本

　今回は、読書の秋にちなんで、本
市出身の池田清香さんと、本市在住
の笠野裕一さんの本を紹介します。
　この機会に、ふるさとの作家の作
品を読んでみませんか。

一般・青少年
妖怪、ここに集まる
池田清香（著）　文芸社（出版）

　「妖怪に会おうなんて、あなたも
物好きね」。おなじみのものから、珍
しいものまで、さまざまな52の妖怪
たち。独自の視点から、彼らの声を
紹介します。

世界の狭間で行き来する”心”
妖怪、ここに集まる２
池田清香（著）　文芸社（出版）

　人と怪しきものが近づき、色と音
が交錯する混沌とした世界「あわい」。 
そこで祭りの夜に起こった出来事が
謎を呼ぶことに…。

ふねをまつ
笠野裕一（作）　福音館書店（出版）

　「おかあさん、はやく！」。ぼうは
ていについて、おかあさんといっ
しょにふねをまつ。じーっと、うみ
をみて、まつんだ…。

幼児・児童

　

８
月
１
日
、
考
古
資
料
と
し
て
新
た

に
「
青
花
磁
器
瓶
」
２
点
を
市
指
定
有

形
文
化
財
に
指
定
し
ま
し
た
。

　

こ
の
「
青
花
磁
器
瓶
」
は
、
平
成
４

年
２
月
３
日
、
美
川
町
竹
山
の
道
路
新

設
工
事
に
伴
う
、
斜
面
の
立
木
伐
採
と

整
地
作
業
中
に
発
見
さ
れ
ま
し
た
。

　

肩
の
部
分
が
丸
く
張
り
、
腰
を
絞
っ

た
梅
瓶
と
呼
ば
れ
る
形
態
の
こ
の
瓶
は
、

中
国
明
代
の
景け
い
と
く
ち
ん

徳
鎮
窯が

ま

産
と
考
え
ら
れ

ま
す
。
器
の
高
さ
は
両
方
と
も
27
㌢
ほ

ど
あ
り
ま
す
が
、
口
縁
部
の
一
部
が
欠

け
て
い
ま
す
。

　

中
国
明
代
の
高
級
青
花
磁
器
の
全
形

を
う
か
が
う
こ
と
が
で
き
、
二
体
一
対

で
あ
る
こ
と
か
ら
も
、
大
変
貴
重
な
史

料
で
す
。

都城歴史資料館企画展「指定文化財で見る都城
の歴史」9月9日（金）～11月6日（日）で展示

伝
承
館
だ
よ
り

都
城
島
津

大お
お
く
さ
り
ゅ
う
ほ
う
ち
ょ
う
の
し
ょ

草
流
庖
丁
之
書

　

こ
の
書
物
は
、
室
町
幕
府
の
奉

ほ
う
こ
う
し
ゅ
う

公
衆

（
将
軍
直
属
の
武
家
官
僚
職
）
で
あ
っ
た

大お
お
く
さ草

公き
み
つ
ぐ次

に
よ
っ
て
考
案
さ
れ
た
料
理

方
法
を
ま
と
め
た
も
の
で
、
そ
の
場
の

趣
向
や
吉
兆
を
踏
ま
え
た
素
材
の
さ
ば

き
方
、
盛
り
つ
け
方
な
ど
が
記
さ
れ
て

い
ま
す
。

　

鹿
児
島
藩
で
は
、
十
八
代
島
津
家い
え
ひ
さ久

の
代
に
石い
し
は
ら原
佐さ

ど渡
と
い
う
人
物
が
こ
の

料
理
法
を
修
得
。
十
九
代
光み
つ
ひ
さ久
の
代
に
、

石
原
嘉か

え

も

ん

右
衛
門
が
庖
丁
人
と
し
て
召
し

抱
え
ら
れ
た
こ
と
か
ら
、
以
後
、
諸
大

名
の
も
て
な
し
や
元げ
ん
ぷ
く
し
き

服
式
な
ど
で
振
る

舞
う
料
理
は
、
こ
の
大
草
流
に
基
づ
い

て
作
ら
れ
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

　

都
城
島
津
家
に
伝
わ
る
こ
の
書
の
最

後
に
は
、明め
い
わ和

６
年
（
１
７
６
９
）、二
十

代
島
津
久ひ
さ
も
ち茂

の
希
望
に
よ
り
大
草
流
が

承
継
さ
れ
た
こ
と
が
記
さ
れ
て
い
ま
す
。

こ
の
ほ
か
に
も
、

藩
主
と
の
交

流
や
、
料
理

作
法
、
食
文

化
な
ど
を
う

か
が
い
知
る

こ
と
が
で
き

る
貴
重
な
史

料
で
す
。

高 城 図 書 館 ●休 館 日／９月18日・19日・20日・22日・27日、10月４日・10日・11日 ●開館時間／９：30 ～18：00

□都城市立図書館 「禁帯本、ご堪能あれ！」「動物愛護週間」ほか
□高 城 図 書 館   「大人に読んでほしい絵本」「えほん特集：どうぶつ」ほか特設コーナー

●休 館 日／ ９月19日・20日・22日・26日、10月３日・６日・10日・11日 ●開館時間／９：30 ～18：50　都城市立図書館
※水曜日は20：00まで開館

一般・青少年

図書館キャラクター　ラブック

広報 都城 平成28年９月号　24



▼

点
線
に
沿
っ
て
お
切
り
く
だ
さ
い（
郵
便
は
が
き
で
も
可
）

■７月号クイズの結果【応募総数38通】
　◎正解／①地の利 ②ボンパク

広報都城

① 災害に備えて今すぐやろう「◯◯会議」。問

答

② いのちをつなぐ手助け。◯◯◯キーパー。問

答

ク イ ズ

◆今月号で特に興味を持ったページのタイトル

◆今月号を読んでのわたしの一言

このコーナーでは、寄せられた「わたしの一言」の中から一部を紹介します。
また、皆さんから寄せられたご意見につきましては、今後の広報紙作成に生かしていきます。

に
寄
せ
ら
れ
た
お
便
り

国
際
交
流
員
の
ダ
リ
ン
・
ハ
ミ
ル
ト
ン
さ
ん
、

任
期
満
了
で
お
別
れ
と
の
こ
と
、
お
疲
れ
様
で
し
た
。
外
国
の

人
に
「
都
城
は
住
み
や
す
い
」
と
ほ
め
て
も
ら
え
て
、
う
れ
し

い
で
す
。
住
ん
で
い
る
と
、
当
た
り
前
に
思
い
気
付
か
な
い
こ

と
も
多
く
、
も
っ
と
感
謝
し
て
生
活
し
た
い
と
思
い
ま
し
た
。

都
城
は
良
い
ま
ち
で
す
。

（
若
葉
町　

Ｈ
・
Ｈ
さ
ん
）

一
人
暮
ら
し
の
80
歳
代
の
母
が
、
買
い
物
支
援
カ
ー
の
巡
回
を

楽
し
み
に
し
て
い
ま
す
。
商
品
の
注
文
も
快
く
受
け
て
も
ら
え

て
、
買
い
物
を
通
し
て
近
所
の
人
と
交
流
も
で
き
る
の
で
、
元

気
の
源
に
な
っ
て
い
る
よ
う
で
す
。（

中
原
町　

Ｅ
・
Ｉ
さ
ん
）

「
ぼ
ん
ち
く
ん
と
歴
史
探
検
」
を
い
つ
も
楽
し
み
に
し
て
い
ま

す
。
都
城
も
、
古
墳
時
代
か
ら
の
歴
史
の
上
に
発
展
し
て
き
た

こ
と
が
史
跡
か
ら
う
か
が
え
、
ど
ん
な
人
た
ち
が
活
躍
し
て
き

た
の
だ
ろ
う
と
、
夢
が
広
が
り
ま
す
ね
。

（
山
田
町
山
田　

ヤ
マ
ダ
の
か
か
し
子
さ
ん
）

表
紙
の
写
真
、
あ
じ
さ
い
公
園
に
連
れ
て
い
っ
て
も
ら
い
ま
し

た
。
93
年
生
き
て
い
ま
す
が
、
毎
年
見
に
行
く
ア
ジ
サ
イ
に
元

気
を
も
ら
い
、
来
年
も
ぜ
ひ
行
こ
う
と
目
標
が
で
き
ま
す
。
管

理
し
て
い
る
人
に
感
謝
し
ま
す
。（

上
水
流
町　

Ｔ
・
Ｕ
さ
ん
）

孫
が
神
戸
か
ら
一
人
で
や
っ
て
き
ま
す
。
ど
こ
に
連
れ
て
行
こ

う
か
迷
っ
て
い
た
の
で
、
夏
休
み
の
イ
ベ
ン
ト
情
報
を
参
考

に
、
い
ろ
い
ろ
な
所
を
見
せ
て
あ
げ
た
い
で
す
。

（
下
川
東
二
丁
目　

Ｋ
・
Ｓ
さ
ん
）

　梅雨も明けて、楽しくなるはずの夏ですが、今年は
少し寂しく感じました。なぜかと言うと、オーストラ
リアの国際交流員、ダリンさんが帰国したからです。
　日本に来たばかりの頃の私は、ホームシックで何回
も泣いていました。ダリンさんは、家族のように側に
いて「がんばれ」と励ましてくれました。わずか３カ月
の短い間でしたが、一緒に四川料理を作ったり、田植
えをしたり、どろんこバレーを楽しんだりして、忘れ
られない思い出がたくさんできました。
　私の両親と息子が日本へ遊びに来た時も、ダリンさ
んにマイカーで関之尾滝や青島など、いろいろな所に
連れて行ってもらいました。大変お世話になり、心か
ら感謝しています。
　国も異なり、信仰も違う私たち外国人は、それぞれ
の祖国からはるばる日本に来て、同じ夢を持ちながら、
交流を深めるためにがんばっています。
　ダリンさん、これからもお元気で。いつの日か、どこ
かで再会できることを楽しみにしています。

交流員国際
ひとりごと

さようなら、マイフレンド

張
ちょうえい

穎さん
（中国）

Vol. ２

の

◎問い合わせ　生活文化課　☎23 2295

７月号



施設案内 ※９月16日～10月15日の日程

◉美術館（姫城町） ☎25-1447
　開館時間 ９：00～17：00（入館は16：30まで）
　入 館 料 無料
　休 館 日 毎週月曜日（月曜日が祝日の時はその翌日）
　※ ～９月16日㈮、10月3日㈪～21日㈮は展示替えのため休館
　◎都城市美術展　９月17日㈯～10月２日㈰

◉都城歴史資料館（都島町） ☎25-8011
　開館時間 ９：30～17：00（入館は16：30まで）
　入 館 料 一般210円、高校生160円、小・中学生100円
　　　　　　※毎週土曜日は、小・中学生は無料
　休 館 日 毎週月曜日（月曜日が祝日の時はその翌日）
　※10月11日㈫・12日㈬は薫蒸作業のため休館

◉都城島津邸（早鈴町） ☎23-2116
　開館時間 ９：00～17：00（入館は16：30まで）
　観 覧 料 「本宅」小学生以上100円
　休 館 日 毎週月曜日（月曜日が祝日の時はその翌日）
　◎企画展「都城の人々のくらしと文化」10月10日㈪まで
　　企画展開催期間中の伝承館の観覧料は　
　　一般210円、高校・大学生160円、小・中学生無料

◉人形の館（山之口町） ☎57-5295
　開館時間 ９：30～17：00（入館は16：30まで）
　入 館 料 一般210円、高校生160円、小・中学生100円
　休 館 日 毎週月曜日（月曜日が祝日の時はその翌日）

◉山之口弥五郎どんの館（山之口町） ☎57-3713
　開館時間 ９：00～17：00
　入 館 料 無料
　休 館 日 毎週月曜日（月曜日が祝日の時はその翌日）

◉高城郷土資料館（高城町） ☎58-5963
　開館時間 ９：30～17：00（入館は16：30まで）
　入 館 料 一般210円、高校生160円、小・中学生100円
　休 館 日 毎週月曜日（月曜日が祝日の時はその翌日）

◉旧後藤家商家交流資料館（高城町）  ☎58-6900
　開館時間 10：00 ～16：00
　入 館 料 大人200円、小・中学生100円
　休 館 日 毎週月曜日（月曜日が祝日の時はその翌日）
　◎重陽の節句のちの雛展
　　９月３日㈯～18日㈰まで　
　　※９月５日㈪、12日㈪は開館
　　期間中は高校生以上300円、小・中学生100円

◉たちばな天文台（高崎町） ☎62-4936
　開館時間 10：00～15：00
　金、土、祝日の前日は19：00 ～ 22：00も開館
　入 館 料 中学生以上310円、小学生100円
　休 館 日 毎週木曜日（木曜日が祝日の時はその前日）

POST  C AR D

8  8   5   8   5  5  552円切手を
お貼りください

【 観音さくらの里バンガロー宿泊券（6人用）と
 焼肉カーニバルチケット（ペア）のセット2組】

読者プレゼント
今月の 

※ このコーナーでは広報プレゼントの寄付事業者を募集
しています。詳細については秘書広報課まで問い合わせください。

商品提供事業者
観音さくらの里　☎29-2100　都城観光協会　☎23-2460

　10月1日㈯に観音池
公園で開催される都城
焼肉カーニバル。イベ
ントを満喫できるバン
ガローの当日宿泊券や
ペアチケットをプレゼ
ントします。ぜひ、ご
応募ください。

◎ 応募方法　はがきにクイズの答え、住所、氏名、
電話番号と、わたしの一言や９月号を読んだ感
想を書いて〒885ー8555 秘書広報課まで。

◎ 応募締め切り　９月15日㈭当日消印有効
◎ 当選者発表　本紙11月号
◎ ７月号当選者　樋口　芳子さん（年見町） 他１人

※ 応募者の個人情報は、広報クイズの応募の受け付け、当選
者への商品発送以外には利用しません

都城市役所 秘書広報課 行
　（広報都城  No.129   2016年９月号）

氏　名

住　所

電話番号 （　　　　   ）　　　　ー

ペンネームまたはイニシャル

フリガナ

※記入がない場合は、イニシャルで表示させていただきます



ウオーキング
で健康づくり!  

みやこのじょうウオーキングマップ活用術④

インフォメーション

　今年のＴＡＯは、「ハチャメ
チャに楽しい！」がテーマ。ＴＡ
Ｏ流ダンシング・ドラムあり、
プロジェクションマッピングと
のコラボありと、常識を大きく
覆す迫力のステージ！

平成28年８月１日現在 前月比 前年比
世 帯 数 70,164世帯 27 -1,298
人口総数 164,040人 -69 -1,304
男　　性 77,053人 -39 -445
女　　性 86,987人 -30 -859
※平成27年国勢調査速報値に基づく推計人口です スマートフォンで

も市政情報を発信

都城市現住人口

今月の表紙
両手でくるくる、リンゴ狩り
　蓑原町の多田りんご園で８月４日、恒例の開園セレモ
ニーが行われました。セレモニーには、天竜第三幼稚
園の園児らが招かれ、リンゴ狩りを楽しみました。園児
らは先生に抱き上げて
もらい、赤く色付き始
めたリンゴを両手でく
るくる回しながらもぎ
取っていました。
　同園では、10 月中旬
までブドウ狩りなども
楽しめます。

●日時　９月22日㈭　開演14：00
●料金　高校生以上1,500円、中学生以下1,000円
　　　　※当日は500円増し
◎問い合わせ　ウエルネス交流プラザ　☎26-7770

●日時　９月22日㈭
　開演16：30（開場16：00）
●料金　全席指定　5,000円

◎問い合わせ　都城市総合文化ホール　☎23-7140

　宮崎を代表する和太鼓集
団「響

ひびきざ

座」による、力強く迫力
ある演奏をお楽しみください。
また、未経験者も大歓迎の和
太鼓体験コーナーもあります。

秋の響

聴いて叩いて和太鼓コンサート

Ｄ
ドラム

ＲＵＭ Ｔ
タオ

ＡＯ
舞響～Ｂｕｋｙｏ～踊る〇

WA

太鼓

祝吉地区：歴史探訪コース
地区の歴史と魅力に触れる3つのコース

　今回のウオーキングマッ
プでは、平成26年３月に祝
吉地区まちづくり協議会が
発行した「歴史探訪マップ」
を基に、３つのコースを紹
介。地図上の案内番号と、
史跡や神社、記念碑などに
設置した目印の立て札の番
号を一致させることで、散
策しやすくしています。
　このほか、初夏には市の
花「アヤメ」が咲き誇る早

水公園や、祝吉ホタルの遊歩道なども所在する自
然豊かな祝吉地区。
皆さんも、ウオーキ
ングマップを片手
に、地区の文化に触
れながら、自然を満
喫してみませんか。

祝吉地区まちづくり協議会
会長  山下  孝一さん

　夏休み期間中、市内のいろいろな所で、元気な子ど
もたちを取材させてもらいました。料理教室や体験イ
ベントなどに家族で参加し、夏休みを満喫する姿を見
ることができ、とてもうれしく思いました。また、大人
には当たり前と感じてしまうものも、子どもたちの目
を通して見ると新鮮に映るようで、するどい質問に大
人たちがあたふたする場面も。何気ないことにも新鮮
な気持ちで臨むと、新しい発見があることを教わり、
今後の取材にも生かそうと思います。（博）

市役所の開庁時間    平日８：30～17：15  ※土・日・祝日は閉庁
■毎週木曜日
　市民課窓口は17：15～19：00まで夜間対応
■土・日曜日
　図書館では、住民票と印鑑証明書を発行
　9：30 ～17：00 （12：00 ～13：00を除く）

番組紹介
■BTVケーブルテレビ（デジタル111ch）
　「みやこんじょジャーナル」※毎回10分間放送
 ① 6：50 ～ ②11：50 ～ ③17：50 ～
 ④20：50 ～ ⑤22：50 ～
■MRTラジオ（AM放送936kHz、ワイド FM90.4MHz）
　「みやこのじょうドキドキナビ」
毎週月～金曜日（祝日除く）15：30 ～15：45

■シティエフエム都城（FM放送76.4MHz）　
　「インフォメーションM」
毎週月～金曜日  9：49 ～ 9：54、15：54 ～15：59

編 集 後 記
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